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大管長会メッセージ

天 の家，

永遠 の家族

第二副管長

卜一マス ・S・ モンソン

r家 麟 正　 麟 り'そ　 　 　 つ　 わ泌 もの

はほかに何 もない。」(大 管長会，1962年)私 たちは歌や話 などを通

してたびだび このことを思い起 こします。

事実，家庭 とは家以上の ものです。家 は，材木，れんが，石などで作 られま

すが，家庭を築 きあげるのは，愛，犠牲，互いへの尊敬の念です。家族 を養護

する家 は家庭 とな り，家庭 は天国 ともな り得 ます。家族の住む建物 に違いがあ

るように，家族 には大家族 もあれば，小 さな家族 もあります。年齢構成の高い

家族 もあれば，若い家族 もあります。良い状態の家族 もあれば，疲労，怠惰，

堕落の徴候が見える家族 もあります。

末日聖徒の家庭 には，父親，母親，息子，娘が皆 そろっている家庭 もあれば，

ひとりまたひ とりといった具合に，家族 との悲 しい別離 を繰 り返 している家庭

もあ ります。 ときには，取 り残されてひとりだけになってしまった家庭 もあ り

ます。 しかし家庭 は永遠のものであ り，決 して絶 えることはありません。

ひざまずいて祈り，

また進んで奉仕の業を行ない，

道を踏みはずした人々に

手を差し伸べてください。

これらはすべて，

私たちの家庭を天国とするために，

神が準備してくださった設計図の

重要な図面を成しています。
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「汝ら組織して……

祈 りの家，断食の家，

信仰の家，学問の家，栄光の家，秩序の家，

神の家なる一つの家を建つべ し◎」(教 義と聖約88：119)

自分の家庭 を築 く準備をしている人， また現在の家庭

をもっと天国に近いものにしようと考えている人 も含め

て，私たちは皆主に学ぶ ことがで きます。主は偉大な設

計士であり，これまでにも私 たちに どのように家を建て

た らよいかを教えて くださいました。
い けい

今私たちが畏敬の念を込 めて聖地 と呼ぶ地域の村や町

のほこりにまみれた道を歩いたり，ガ リラヤ湖のほ とり

で弟子たちに教 えを説いた りされた ときに，主はた とえ

話や人々がよ く知 っている言葉 を用いて話 され ました。

特に家の建築 と話 を聞いている人々の生活 を関連づけて

話をされたことは，何度 もあります。
「おおよそ，……内わで分れ争 う町や家 は立ち行かな

い。⊥(マ タイ12：25)後 の時代 にも次 のような警告 をし

てお られます。「見 よ，わが家 は秩序の家にして混乱の

家 にあらず……。」(教義 と聖約132：8)

1832年12月27日 ，オハイオ州カー トランドで，主は予

言者 ジョセフ ・スミスに与えられた啓示を通 して， こう
なんじ

勧告しておられます。「汝 ら組織 して必要なる物 をこと
ととの しか

ごとく調えよ。而 して，祈 りの家，断食 の家，信仰の家，

学問の家，栄光の家，秩序の家，神の家なる一つの家 を

建っべ し。」(教 義 と聖約88：119)

賢明で間違いのない家造 りをす るための設計図 として，

これ以上 に確かなものをほかに見つけることがで きるで

しょうか。このような家であれば，マタイの記録の中に

書かれている 「岩の上」に建て られた家に必要 とされる

事柄を満たせるでしょう。(マ タイ7：24-25参 照)こ の

ような家 は，問題の多い現代の世の中ではごく当た り前

になっている苦難の雨，敵意の洪水，疑いの風に遭遇 し

ても，決して倒れることはありません。

しか し，中にはこう言 う人がいるか もしれ ません。

「この啓示 は神殿の建設について与 えられたものですが，

今 日でも通用するのでしょうか。」

そのような人 にはパウロの言葉 をもって答えたい と思

います。彼 はこう宣言しています。「あなたがたは神の
み たま

宮であって，神 の御霊が自分のうちに宿 っていることを

知 らないのか。」(1コ リン ト3：16)

家庭を築 くうえで，主を家族 の導 き手 としましょう。

そうすれば私たち一人一人は，この建築計画全体 の中で

重要な役割 を担うことがで きるで しょう。つまり私たち

全員が家を建てる者 となるのです。 ここで家 を建 て始め

るに当たって踏まえてお くべき神の導き，人生の教訓，

問題 となる事柄 についてい くつか考 えてみたい と思いま

す。

重 点1.ひ ざ まず き祈 る

ダ ビ デ の子 で あ り， イ ス ラ エ ル の 王 で もあ っ た 賢 者 ソ

ロ モ ン は 次 の よ う に言 っ て い ます 。 「心 をつ く して 主 に

信 頼 せ よ， 自分 の知 識 に た よ っ て は な らな い 。 す べ て の

道 で 主 を認 め よ， そ うす れ ば ， 主 は あ な た の 道 を ま っ す

ぐ に され る 。」(箴 言3：5-6)

ア メ リカ 大 陸 に お い て も， 二 一 フ ァ イ の 弟 ヤ コ ブが 次

の よ う に宣 言 して い ます 。 「心 を堅 く保 っ て 神 を頼 み，

固 く信 じて 神 に祈 れ 。」(モ ル モ ン経 ヤ コブ3：1)

神 か ら与 え られ た この 勧 告 は ， 乾 き き っ た大 地 を潤 す
いや

清水のように，現代の私たちの渇きを癒 して くれます。

私 たちは実に多 くの困難な問題 を抱えた時代 に生きてい

るのです。世界中の病院は，肉体的な病気や心の病を抱

えた人々であふれています。人々は自分で問題 を解決す

ることがで きず，離婚裁判所 は多忙を極 めています。 ま

た企業の人事担当者や苦情処理委員会な どに持 ち込 まれ

る相談件数 もかなりの数に上っています。

ある会社の人事部で小さな苦情 の処理を担当している

人がいます。彼 は，解決のむずか しい問題を抱 えた相談

者のために， 自分の机の上に冗談に小 さなプレー トを置

きました。すると異常な までに多忙を極 めていた日々に

終止符が打たれたのです。プレー トにはこう書いてあ り

ました。「あなたは祈 りましたか?」 この人事担当者は，

プレー トを机の上に置いたときには気づ きませんでした

が， この言葉 によって，問題解決，苦 しみの軽減，過ち

の防止， また人の心に安 らぎと喜びをもたらす という点

において， ほかのいかなる方法にも勝る勧告 と指導を与

えていたのです。

合衆国のある著名な判事が，「犯罪や違法行為 を減 ら

し，家庭や国家全体 に平和 と喜びをもたらすために，私.

たちは一市民 として何ができるでしょうか」 という質問

を受けたことがあ ります。彼はよくよく考えてからこう

答 えました。「昔なが らの家族の祈 りに立ち返 ることで

はないでしょうか。」

ひ とつの民 として私たちは， この教会では家族 の祈 り

が時代遅れの習慣 になっていない という事実に感謝 して
ささ

いるでしょうか。 この世 の中に，家族が共に祈 りを捧げ

ている光景以上 に美しい ものはあ りません。「共に祈 る
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家族 はいつまで も離れることがない」 というよく引用さ

れる格言の中には，確かに深い意味があります。

主は家族の祈 りを捧 げるように命 じ，次のように言わ

れました。「汝 らの妻子が祝福を受 くるよう，たえずわ

が名によりて家族の祈 りを御父に捧 げよ。」(m二 一ファ

イ18：21)

ここで家族が共に祈 りを捧げる典型的な末日聖徒 の家

庭 をち ょっとのぞいてみたい と思います。父親 と母親，

そして子供たちが皆ひざまず き，頭 を垂れて， 目を閉 じ

ています。そこには愛や一致，安 らぎの精神が満ちあふ

れています。小 さな子供が，父 さんが正 しい行ないをし，

主の戒めに忠実であるようにと祈 りました。かわいい息

子のそのような祈 りを聞いて，それにこたえたいと思わ

ない父親がいるでしょうか。や さしい母親が，娘が霊感

によって伴侶 となる人を選び，神殿結婚 にふさわしい備
けんそん

えができるようにと祈 りました。最愛の母親が謙遜にそ

う祈るのを聞いて，その意 に添いたいと思わないような

娘がいるでしょうか。ふさわ しい生活をし，いつか主の

使い として伝道に出ることがで きるようにという両親や

兄弟，姉妹の祈 りを聞いた息子たちは， きっとよい宣教

師になろうという強い望みを抱いた青年に成長 してい く

ことで しょう。

家族の祈 り，個人の祈 りをするときは，神への信頼 と

信仰が必要です。常に祈 りなさい という勧告にあまりよ

く従っていない人 は，今か らす ぐに祈 りを始めるように

して ください。祈 りは人間の弱さを示す ものと考えてい

る人がいるかもしれ ません。そのような人は，祈 りを捧

げるときにこそ人は最 も強 くなるということを心に銘記

すべ きです。

重点2.自 発的な奉仕

奉仕 についても，主の生涯の中にその模範 を見ること

ができます。地上で人々に導 きと教 えを施 しておられた

ときの主は， まさしくまばゆいばか りに愛の光を放 って

おられました。主は，手足の不 自由な人々 を癒 し， 目の

不自由な人を見 えるようにし，耳の不自由な人に聞 く力

を与 え，死んだ人を生 き返 らせました。

主が語 られたたとえ話には力があ ります。よきサマ リ

ヤ人のたとえ話 の中で主は，「あなたの隣 り人 を愛せ よ」
かんいん

と教 えられ ました。姦淫の罪 を犯 して捕 らえられた女性

に対 しては慈悲を示 し，それによ り，思いや りをもって

人 を理解することを教 えられました。またタラン トのた

とえ話の中では，自分を高め，完成に向けて努力するよ

うに教えておられ ます。主の教 えに従 えば，私たちは永

遠の家庭を築 く責任 をもっとよく果たせるようになるは

ずです。人 を高めようとする人は，ほかの人 をあてにす

るようなことはしません。人 に仕えようとする人は，不

機嫌 な思いを抱 き続 けたりはしません。

自発的な奉仕 の模 範 は，現在の予言者エズラ ・タフ

ト・ベンソン大管長 とその家族の中にも見いだす ことが

できます。ベンソン大管長 はご自分のお父 さんが宣教師

に召されたときのことを教会幹部に話されたことがあ り

ます。ベ ンソン大管長のお父さんは，妊娠中の奥さん と

7人 の子供，農場な どすべてのものを後にして伝道 に出

た といいます。では，彼 はそれで何かを失 ったのでしょ

うか。ベ ンソン大管長の母親はよく子供たちを台所のテ

ーブルの周 りに集め，ゆらめくランプの光の中で夫から

の手紙を読み聞かせました。あふれる涙 をぬ ぐうために，

手紙を読む声が何度 も途切れました。 この結果はどのよ

うなものだったでしょうか。後に，子供たちは皆伝道に

出ました。しかも皆， 自発的に出たのです。

重点3.道 をそれた人々に援助の手を差 し出す

人生 を送ってい くうちに，道 をそれてい く人々がいま

す。永遠の生命 を示す道路標識 を無視 して別の道 を選び，

結局は袋小路に迷い込んでしまう人 もいます。無関心，

不注意，利己心，罪， これ らはすべて，人々の生活に多

大な損失を招 くものです。何かの理由で誤った道に足を

踏み入れ，気がついたときには悲 しみと苦 しみしか残 ら

ない生 き方をしているという人がいます。

1985年 の年末に，大管長会 はキリス トの群れか ら離れ

ていった人々 に関心 を示 し，「教会か ら遠 のいてい る

人々への呼びかけ」 とい う特別 なメッセージを出 しまし

た。その中にはこう書かれてい ます。「私たちは教会員
ゆる

に対 して， 自分に罪 を犯 した人々を赦すように勧告 しま

す。また教会 に活発でな くな り，ほかの人々に対 して批

判的になっている人々には，『立 ち返 りな さい。そ して

主が備えられたテーブルにつき，聖徒の交わ りという甘

く，心を満たして くれる木の実を再び味わいなさい』と

呼びかけるものです。

私たちは，戻 りたい と望みなが らも， きまり悪 さを感

じてそうできないでいる人々が多 くいると確信 していま
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ヨー ロッパに展開する ドラマ

十二使徒定員会会員

ラッセル ・M・ ネルソン

中
部，および東 ヨーロッパで教会 を取 り巻 く環境の

ここ5年 ほどの変化には，目をみはるものがあ り

ます。私は，その数々の出来事 について個人的な見地か

ら概要を紹介するよう依頼 を受けました。 この地域 は，

近年，世界中の人々の耳 目を集める数々の事件の舞台 と

なった所です。その ドラマに目を向ける前 に，まず導入

の意味で基本 となる概念 をい くつか整理 しておきたい と

思います。

●十二使徒評議員会の一構成員にす ぎない私のこの記事

は， この地域や世界のほかの国々で果たしてきた同 じ十

二使徒 の皆さんの働 きを，すべて網羅するものでは到底

ありません。大管長会 と十二使徒の方々全員がヨーロッ

パの地 イギ リスとアイルランドから東 ヨーロッパの

国々まで で， この時期に何 らかの働 きをして きまし

た。 こうした集中的な努力の結果， この大陸は計 り知れ

ない祝福 を受けてきました。 これ ら幹部の方々 もまた，

天の指示 に聞 き従い，国々の門戸 を開 き，国土を奉献す

ると同時に，教会 を設立 し，諸事 を整えてきたのです。

彼 らは召しを 「全力を尽 して遂行」し，高い模範 を示 し

て，，私のみならず彼 らに従 う大勢の人々に影響 を与えて

きました。

●使徒 としての責任は，ひ とつの大陸やその住民に限定

されるものではありません。十二使徒 は地球上 のすべて

の国々の民 を教 え導 くよう召 されて います。(マ タイ

28：16-19;マ ルコ16=14-15;ル カ24：47-48;ヨ ハ

ネ21：15-17;黙 示14： 石，;モーサ ヤ3：13;ア ルマ

29：8ご 教義 と聖約42：58;107：33;134：12参 照)

●十二使徒 は 「他の者 を呼ぶ ことをせず」(教 義 と聖約

107：38)， 七十人の助けを要請することになっています。

霊感 によって定め られた組織形態に従い，七十人 は地域

会長会 として召され，伝道部長や地元の指導者たちに指

示 を与 えます。

●十二使徒 は大管長会か ら委任 を受 けて，その責任を果

たします。十二使徒 はその委任を受 けることにより，聖

典 にある偉大 な約束にあずかる資格 を得 るのです。「十
い か

二使徒会 〔は大管長会により〕如何なる所へ遣わさるる
くにたみ も

とも，わが王国の門戸をどの国民 にも開 く権能を有つ。」

(教義 と聖 約112：21)
お

主 は 「われその時期 に於 けるわが業 を急 ぐべ し」(教

義 と聖約88：73)と 言われました。最近 の末 日聖徒イエ

ス ・キ リス ト教会の発展を目にす る人は皆，その速度が

増 していることをはっきり感 じ取っているのではないで

しょうか。 このみ業 を推 し進められる全能 の主のみ手に
けんそん

対 して，謙遜に感謝しなければな りません。克服不可能
しもべ

に思えた数々の障害 も，主に忠実な僕たちにとっては単

なる通過点 にすぎませんで した。「神 には，なんで もで

きないことはあ りません」(ル カ1：37)と 聖典 に記 され

ているとお りだか らです。

末 日の初めから霊感 によって道が備 えられて きました。

主は予言者ジョセフ ・ス ミスに霊感 を与えて，信仰箇条

第12条 を示 されました。そこにはこう記 されています。
「われ らは，王，大統領，統治者，長官に従 うべきを信

ささ

じ， また法律 を守 り，敬 い，支 うべ きを信ず。」その霊

感あふれ る文章は，確かに今の世のために書かれた もの

です。予言者はどのような政治形態の下 にあろうと，福

音がついにはすべての国々にもたらされることを理解 し

ていました。救い と昇栄 のための儀式が，政治形態の違

いを超 えて人々の生活 に祝福 を及ぼすことを知 っていた

のぞす。 そしてまた，正しい原則を教 えられ，国の指導

者に従 って法律 を守 る忠実な者たちが，福音の祝福 を最

も多 く享受できることも知ってい ました。

確かにこの驚異的な政変の中で，福音の祝福に最 も豊

かにあずかったのは，そのような人々でした。 ここでそ

の政変について分析 を試みるのは適切ではありません。

ただ， こうした国々では教会の指導者が早 くか ら努力を

重ね，そのような重大な政治的展開を手 をこまねいて待

ってはいなかった， という事実だけを述べるにとどめま

しょう。 ヨーロッパ諸国には政治的圧力，イデオロギー

の相違による緊張，多言語間のコミュニケーションとい

う難題があることを指摘すれば十分です。戦争や条約に

よる国境の変更 もたびたびあ りました。数々の都市が爆

撃によって破壊 され，そのたびに，明るい未来を渇望す

る勇気ある市民たちが，不屈の精神力をもって都市 を再

建 してきたのです。

聖徒 の道/1992年5月 号

8





次ページ左1982年8月 ，当時十二使徒定員会会員で

あったトーマス ・S・ モンソン長老は， ドイツ民主共和

国フライベルクステーキ部を開設 した。左か らフラン

ク ・ヘルベル ト ・アペルステーキ部長，八ンス ・B・ リ

ンガー地区代表，ゴットフリート ・リヒター第一副伝道

部長(ド イツ民主共和国 ドレスデン伝道部)， 七十人第一

定員会のロバー ト ・D・ ヘイルズ長老，ヘンリー ・ブル

ク八ル ト伝道部長，モンソン長老，グンテル ・シュルツ

第 二副伝道部長(ド レスデン伝道部)。

右 フライベルク神殿。1985年6月 の献堂式に先立つ

オープン八ウスには，9万 人もの人が訪れた。

㌧

り， そ の 義 務 が 果 た せ ま せ ん 。 た だ，1985年 後 半 か ら

1991年 半 ば に か けて ， ヨー ロ ッパ 地 域 会 長 会 で 働 い て く

だ さ った 教 会 幹 部 の方 々 の た ゆ み な い無 私 の奉 仕 に感 謝

して1こ こに彼 ら の名 前 を記 して お きた い と思 い ます 。

ジ ョセ フ ・B・ ，ワ ー ス リ ン， カ ー ロ ス ・E・ エ イ シー ，

ハ ンス ・B・ リ ン ガ ー ， デ レ ク ・A・ カ ス バ ー ト， ジ ョ

ン ・ソ ネ ンバ ー グ， ラ ッセ ル ・C・ テ イ ラ ー， ジ ョ ン ・

R・ ラ サ タ ー ， ア ル バ ー ト ・チ ョ ー ル ズJr.， ス ペ ン サ

ー ・」 ・コ ン デ ィ ー の 各 長 老 で す 。 勇 気 あ る夫 婦 の宣 教

師 や ， 最 初 の 専 任 宣 教 師 と して 派 遣 され た皆 さん も， 特

筆 に値 し ます 。 殊 に ， 当 時 の ドイ ツ 民 主 共 和 国(旧 東 ド

イ ツ)と チ ェ コ ス ロバ キ ア の 聖 徒 た ち の模 範 的 な行 な い

は， 見 過 ごす こ との で き な い もの で す 。 教 会 につ い て ほ

か の 国 々 の 高 官 か ら照 会 が あ っ た 際 ， 彼 らの優 れ た正 し

い模 範 が あ っ た た め に，2国 の政 府 は肯 定 的 な 回答 を し

た の で す 。

七 十 人 定 員 会 の ハ ン ス ・B・ リ ンガ ー長 老 に は， 繰 り

返 し この 記 事 に 登 場 し て い た だ くこ とに な りま す 。 リン

ガ ー長 老 は ヨー ロ ッパ 地 域 会 長 会 に あ っ て ， 特 に 中 部 お

よび 東 ヨー ロ ッパ の こ う し た特 別 な 国 々 につ い て ， 責 任

を持 って い ま した 。 リ ンガ ー 長 老 は ス イ ス 出 身 の建 築 家

で あ り， 電 気 技 師 で もあ り ます 。 同 行 して くだ さ っ た リ

ンガ ー 長 老 の 存 在 は， 職 業 聖 職 者 との 交 渉 に慣 れ た これ

らの 国 々 の 高 官 に， 極 め て不 可 解 に映 っ た よ うで す 。 実

際 ， 私 た ち の こ う した 特 殊 性 の お か げ で ， 相 手 の 警 戒 心

が 解 け た こ と も し ば し ば あ り ま し た 。 高 官 た ち は， ア メ

リカ人 の心 臓 外 科 医 とス イ ス人 の建 築 家 が ， 現 在 は手 を
ささ

携えて教会のために全時問 を捧げ，奉仕 していると紹介

されると，控えめに言っても，一様 に驚 きの色 を示 しま

した。 リンガー長老には心か らの謝意を表 します。

同じく七十人定員会のデニス ・B・ ノイエンシュが ン

ダー長老はオース トリア ・ウィーン東伝道部 の伝道部長

としての4年 の任期を終 え，最近解任されましたが， こ

こで紹介するほとん どすべての国で，彼 は歴史に残 る先

駆的な働 きをしました。過去2年 間にヨーロッパで組織

された11の 新 しい伝道部 のうち，6伝 道部(チ ェコスロ

バキア ・プラハ， フィンランド・ヘルシンキ東，ギ リシ

ャ ・アテネ，ハ ンガ リー ・ブダペス ト，ポーランド・ワ

ルシャワ，ブルガ リア ・ソフィア)は， ノイエ ンシュバ

ンダー長老の在任中，彼 の管轄下にある伝道部内の地方

部か ら組織 された ものです。今後 も， さらに多 くの伝道

部が設立 され るで しょう。 これは驚 くべき記録 と言えま

す。

ワシン トンD.C.に ある教会外交委員会のベバ リー ・

キャンベル姉妹 とラルフ ・W・ ハーディJr.委 員長やそ

のほかの委員の方々 は，各国大使や元首 と接触するうえ

で大 きな助けを与えて くれました。 これ らの方々 と伴侶

の皆 さん，そして彼 らと共に働 く人々に心からの感謝 を

述べたい と思い ます。

私たちは声をそろえ，感謝 をもって， これらのすばら

しい業績に主のみ手が置かれていたことを証 します。私
ようむき

た ち が 召 さ れ て 行 な う の は 「主 の 用 向 」(教 義 と聖 約

64：29)だ か らで す 。

地 .蟄

この記事ではヨーロッパ中部 と東部に位置する10力 国

をお もに採 り上 げます。その地理上の分類 は次のように

なっています。

中部 ヨーロッパには，ポーランド，ハンガリー，チェ

コスロバキア， そして1990年10月3日 まで ドイツ民主共

和国と呼ばれていた地域が含 まれ ます。上記の日付で ド

イツ民主共和国は， ドイツ連邦共和国 とひとつにな りま

した。かつて ドイツ民主共和国 と呼ばれた主権国家の存

在は，この ドラマの極 めて重要な位置を占めています。

バルカン諸国 という呼称が示す ように，バルカン半島

にはユーゴスラビア，ルーマニア， ブルガ リア，アルバ

ニア とギリシャの5力 国が存在 します。
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この記事の執筆当時，ソビエ ト連邦 は15の 共和国か ら

構成 され，バル ト海沿岸にはそのうちのバル ト三国と呼

ばれるエス トニア，ラ トビア， リトアニアがありました。

この記事が皆 さんの目に触れるころには， このような構

成に変化の生 じていることは，疑いの余地がありません。

ヨーロッパの東の境はウラル山脈です。 ウラル山脈以

東のソビエ ト領は，地理的にはアジア大陸に分類 され ま

す。したがってウラル山脈 より西の地域 は，東 ヨーロッ

パの一部 となります。

「中央 ヨーロッパ」という表現 はありません。ヨーロ

ッパの人々にとって， この大陸の中心 と目すべ き場所は

ないか らです。

さて， ここで舞台に教会 を登場 させ，時計の針を少 し

戻 してみましょう。エズラ ・タフト・ベ ンソン大管長 は，

1985年11月10日 に第13代 大管長 に聖任 されました。大管

長 として召 しを受けた次 の木曜日，大管長会は十二使徒

定員会 の会員一人一人 に責任 を与えました。私の責任 に

は， トーマス ・S・ モンソン長老 と二一ル ・A・ マック

スウェル長老の後を引き継 ぎ，ヨーロッパでのみ業の端

緒を開 くことが含 まれていました。新 し く大管長会 に召

されたモンソン長老 は，およそ20年 の長 きにわたって，

ヨーロッパ中部および東部での教会のみ業 を指導 してき

ました。マックスウェル長老は， ヨーロッパのそれ以外

の地域に加 え，イギ リス，アイルランド，アフリカ地域

のみ業に着手する責任を受 けていました。

当時， ヨーロッパ中部 と東部での教会の活動はごく限

られ ていました。現在七十人のスペンサー ・J・ コンデ

ィー長老 はそのころ，オース トリア ・ウィー ン伝道部の

伝道部長の任にありました。「フレン ドシッピング」の

ために何組かの勇気ある夫婦の宣教師が召され，コンデ

～一長老の指導の下で働いていました。1組 の夫婦宣教

師はポーラン ドで， もう1組 はオース トリアからハ ンガ

リーへ入国 し， さらに出国 して，召 しを果たしました。

また1，2組 の夫婦宣教師が各々ユーゴスラビアとギリ

シ ャ で働 い て い ま し た 。 も ち ろん そ の こ ろ， ソ ビエ ト連

邦 に はだ れ も召 され て い ませ ん で し た。

一 方
， ドイ ツ 民 主 共 和 国 とチ ェ コ ス ロバ キ ア で は， 数

へいそく

十年 に及ぶ政治的閉塞状態の中で，信仰深い忠実な教会

員たちが生活 していました。無論，そこに夫婦宣教師は

いませんでした。会員たちの活動は政府 の制約 を受けて

いました。た とえば，1975年 に私が医師 として入国許可

を得て妻 とチェコスロバキアを初めて訪れたとき，プラ

ハ滞在中に数人の聖徒たちとある会員のアパー トで会い

ました。そこに行 くには，かすかな明か りに ともされた

暗い階段 を昇るのです。そこで，ある教会員夫婦の15歳

になる娘 に会ったことを，今で もはっきりと覚えていま

す。夫婦 はそれ まで，自分たちが教会員であることを娘

に一言 も漏 らさなかったのです。 その晩初めて，娘 は危

険が伴 うこともある事実 を知 らされました。会合の後，

地方部長 は車でホテルからかな り離れた所 まで，私たち

を送って くれ ました。 これは，彼が私たち と一緒 にいる

ところを官憲に見 られないための配慮でした。 このよう

な制約下では，チェコスロバキア もドイツ民主共和国 も，

伝道活動への希望はまった くあ りませんで した。いずれ

も第二次世界大戦以前 は，宣教師が派遣 されていた国な

のです。

神殿 によって美 しさを増す国土

1985年 には記念すべ き出来事があ りました。 ドイツ民

主共和 国内に神殿 が建て られたのです。 この神殿 は，

1985年6月29日 にゴー ドン ・B・ ヒンクレー副管長によ

って奉献 されました。その奉献の祈 りは，次 のような輝

かしい希望 に満ちたものでした。「この日が教会の歴史

の中に長 く覚えられますように。 この日が感謝 と喜びを

もって思い出されます ように。主の民にとって新 しい喜

びの日の始まりとな りますように。」

主はまことにこの願いを聞 き届けられたのです。 この
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祈 りは約束の予言 とな りました。今振 り返って見 ると，

神殿が計 り知れない影響を与 えたことは明 らかです。神

殿か ら放たれる霊的な光が，その後の変動に大 きな影響

を与えたことは確実です。 この主の宮居の建立 を境に，

あらゆる良きことが続 けて起 こったようです。

以上， ドラマの背景を一応整理 し終 えたところで，各

国でのみ業の具体的な進展状況に話 を移 しましょう。 ま

ずは，中部 ヨーロッパの北端か らです。

ポ ー ラ ン ド

1986年5月31日 ，私は トーマス ・S・ モンソン副管長

と， リンガー長老 と共に宗務関連業務担当のアダム ・ロ

パ トカ氏，非カ トリック関係担当のタデウシュ ・デュシ

ック氏 らと会見 しました。席上私たちは希望をふたつ述

べ ました。ひとつは若い宣教師たちがポーランドに伝道

のため入国すること， もうひとつは，教会堂の購入 もし

くは建築の許可です。驚いたことにこのふたつの願いは

すぐに許可されたのでした。

1989年6月15日 ，ポーラン ドの地で最初 の末 日聖徒の
く わ い ト

教会堂の鍬入れ式が行なわれ ました。そして完成の後，

1991年6月22日 に献堂 されています。

1990年7月1日 には，本部をワルシャワに置 くポーラ

ンドで最初の伝道部が，ウォルター ・ウィップル伝道部

長の下に開設 され ました。ポーラン ドから初めて召され

た専任宣教師は，ユースラ ・アダムスカ という若い姉妹

で，ワシントン州タコマ伝道部 に召 されました。アダム

スカ姉妹は現在ワルシャワ在住でダ最近 のモルモンタバ

ナクル合唱団のワルジャワ公演にナレーターとして参加

しました。

ドイツ民主共和国

教会の初期の信仰 あつい改宗者の多 くは，近年まで ド

イツ民主共和国 として知 られていた地域の出身者でした。

た とえばカール ・G・ メーザー兄弟 はドレスデン近 くの

マイセンの生 まれでした。(1875年 ，ユタ州プロボのブ

リガム ・ヤング学院の学長 に就任)第 二次世界大戦終結

後， この地 の教会員たちは，静かに，注意深 く，献身的

にその業 を進め，モ ンソン副管長，ワース リン長老，エ

イシー長老， リンガー長老，そのほかの教会幹部の慎重

な指導 により，やがて政府高官の深い尊敬を得 るに至 り

ました。要人たちの目にも，教会員が正直で善良な市民

であることは明らかでした。文字 どお り， これらの聖徒

たちの高い道徳心 と献身的な信仰が， フライベルク神殿

の建設 を実現 させたのです。

ヘ ンリー ・ブルクハル ト兄弟が神殿長 として，妻のイ

ング姉妹は介添役 として召されました。ブルクハル ト兄

弟姉妹 は長年の間， ドイツ民主共和国で聖徒たちの指導

者 として敬愛 されてきました。あるとき地域大会で，管

理者のモンソン副管長が，過去にブルクハル ト神殿長か
あんしゆ

ら祝福 を受けた り，召しや按手任命を受けた り，カウン

セリングで助 けられた りした人たち全員に手 を挙げても

らったことがあります。会場 にいたほ とんどの人が手 を

挙げました。ブル クハル ト兄弟姉妹の影響力の大 きさは

計 り知れ ません。

1988年10月28日 ，モンソン副管長 と私は， リンガー長

老 とブルクハル ト神殿長，な らびに教会のほかの指導者

と共 に，東ベル リンで政府高官に面会しました。その と

きは率直な希望をふたつ申しあげました。第1に 国外に

いるドイツ民主共和国国籍の宣教師たちが入国す る許可

と，第2に 同国のふさわしい長老たちが国外の伝道地で

2年 間伝道する許可を受 けたいということでした。この

ふたつの願いはかなえられました。まさに歴史的瞬間で

した。(ト ーマス ・S・ モ ンソン，『神に感謝を捧 げん』

「聖徒の道」1989年7月 号，pp.54-57参 照)

モンソン副管長が同国の宣教師たちの行 くべ き国，あ

るいは送 ってはならない国の希望 を尋ねると，政府は教
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前ページ左 ブダペス トの地方部の集会に出席する八

ンガリーの青少年。

右 ブダペストの聖徒たち。アラヨスネ ・ペカルス姉

妹(中 央)と 息子アラヨス，娘ニコレットとクローディア。

謙虚 に言 ったのです。「私 は行 きます。私 が しま しょ

う。」 それを聞いた妻のオルガ姉妹 は涙 を流 しました。

彼 らは抱 き合い， こう言いました。「私 たちは，必要な

ことは何でもします。之 れは主のためですし，主のみ業

は，私たちの自由や生命 よりも大切なのですから。」

数カ月後，書類が整 うと，スネデルフレル兄弟は直接

提出 しに行 きました。彼 とほかの教会員 はそれ以来，当

局 の厳 しい監視の目にさらされることになりました。聖

徒 たちは勇気 と信仰を堅持 して定期的 に断食 と祈 りを繰

り返 し，求められていることはすべて守 って，あの栄 え

ある認可の日を迎 えたのです。スネデルフレル兄弟姉妹

をはじめ とする雄々 しい会員たちに，心か ら敬意を表 し

ます。彼らは度重なる事情聴取や危険 を耐え抜いたので

す。

スネデルフレル兄弟 は，1991年9月1日 からドイツの

フライベルク神殿 を管理するよう召 されました。6年 以

上に及んで献身的かつ忠実に務 めたブルクハル ト神殿長

の後 を引 き継 ぐことになったのです。オルガ ・スネデル

フレル姉妹は，ブルクハル ト姉妹の後任 として介添 え役

を務めています。

1990年7月1日 ，チェコスロバキアで40年 間禁止 され

てきた伝道活動は， リチャー ド・W・ ウインダー長老を

チェコスロバキア伝道部の伝道部長 に迎えて，再開され

ました。ウインダー伝道部長 は青年時代にこの国で伝道

した経験があ り，妻のバーバラ姉妹 は中央扶助協会会長

の召しを解任 され，彼 らだけが果たし得 るこの極めて重

要な任務のために， この地 に赴任 して きたのです。

た。 この会合は多少張 り詰 めた雰囲気で始まりました。

私たちが歓迎されていない ことは明 らかです。話 し合い
しんちよ く

の進 捗 状況 は思わし くありません。その とき，私 はみ

たまに感 じて，ち ょうど2日 前 にハンガ リー とハ ンガ リ

ー国民のために特別な使徒の祈 りを捧げた ことを， この

政府要人 に話 しました。 これを聞 くや否や，相手 は表情

を和 らげ，私たちの話に耳を傾 けて くれたのです。30分

の予定だった会見は1時 問半続 きました。以来，議長は

私たちの友人，協力者になって くれたのです。その後，

会見は成功のうちに繰 り返され，14カ 月後の1988年6月

14日， リンガー長老 と私はブダペス トを再訪 し，ハンガ

リーにおける教会の公式認可の式典に ミクロシュ氏 と共

に出席 したのです。

1989年10月 には全 ヨーロッパの伝道部長夫妻 を一堂に

集めた年1度 のセ ミナーが，ブダペス トで開催 され まし

た。モンソン副管長 と妻のフランシス ・モ ンソン姉妹 も

出席 しました。ちょうどセミナー当日の10月17日 ，ハ ン

ガ リー議会はハンガリー人民共和国か らハ ンガ リー共和

国に国名を変更し，ハンガリーは今や民主国家に転身し

たのです。

1990年7月1日 には新 しい伝道部が開かれ，ジェーム

ズ ・L・ ワイル ド伝道部長が管理者 として召されていま

す。 ブダペス トの教会堂はモンソン副管長 によって献堂

され，そこを含めた数カ所の拠点で教会は発展 しつつあ

ります。

ユ ー ゴス ラ ビ ア

ハ ン ガ リー

私は大管長会の委任の下 に，1987年4月19日 の復活祭

の日曜 日，ブダペス トのゲレル トの丘でハンガリーの地

を奉献する特権に浴しました。2日 後， リンガー長老 と

私は宗務会議議長のイムレ ・ミクロシュ氏 と会見 しまし

この地 は1985年10月31日 ，大管長会に召される直前の

モンソン長老によって奉献 され ました。教会の指導者 と

して私が初 めてこの国を訪れたのは，1987年4月 のこと

です。 リンガー長老 と私 は，セルビアとクロアチア，ユ

ーゴスラビア連邦の宗務庁 の長官たちと会見 しました。

通訳を務 めたのは以前ブリガム ・ヤング大学でバスケッ
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トボールの花形選手だったクレシミル ・チョスィッチ兄

弟でした。政府高官たちは，モルモン教会の指導者 とは

格別会いたい気持ちはなかった ものの，国内のスポーツ

界では英雄的存在でテレビにもよく出演 しているチョス

ィッチ兄弟に会 えるのを楽 しみにしていたと告白した も

のです。

今やザグレブには合法的に許可を得た教会堂が建設 さ

れ，そのほかの主要な都市でも会員たちが集 っています。

またオース トリア ・ウィーン伝道部から長老や夫婦の宣

教師たちが派遣 され，福音を広めています。 この国を脅

か し続 けている国内紛争が平和の うちに解決するよう，

私たちは心から祈っています。 この美 しい国にはた くさ

んの備 えられた人々が住 んでいるのです。

ル ー マ ニ ア

リンガー長老 と私が初 めてルーマニアのブカレス トを

訪れたのは1987年10月 のことです。 この ときは予備交渉

の段階で，政府高官たち との面識を得 ました。

1990年2月 ，あの血 まみれの革命 によってルーマニア

の長期 に及んだ独裁政権が倒れてから5週 間後のことで

す。私たちは再びブカレス トを訪れ ました。2月9日 ，

私は大管長会の承認の下 に，チシミジウ公園においてル

ーマニアの地を奉献 しました。 この公園の名 は 「水を運

ぶ者」 という意味です。サマリヤの井戸で主があの女 に

残されたメッセージを考 えると， これは非常 に象徴的に

思えます。イエスは女 にこう言われ ました。「この水 を

飲 む者 はだれでも， またかわ くであろう。一しかし，わた

しが与 える水を飲む者 は，いつまで も，かわ くことがな

いばか りか，わたしが与 える水 は，その人のうちで泉 と

な り，永遠 の命 に至る水が，わきあが るであろう。」(ヨ

ハネ4：13-14)

政府の新 しい指導者たちに，教会が どのような援助が

できるか尋ねると，孤児 たちへの援助 を要請 されました。

その話 によれば，ブカレス トだけで3万 人以上の孤児が

いるとの ことです。 さっそ く孤児院のひ とつを訪問して

みました。私 は医師としてそれまで随分悲惨な光景を目

にしてきました。インドのボンベイで貧 しい人々のため

の救済病院で働 いたことも，中華人民共和国やそのほか

の国々で，困難 な状況の下に外科手術 を施 した こともあ

りました。 しかし，あの孤児院で見た光景 はそのどれに

も増 して悲劇的なもので した。

援助の手 を差 し伸べるため，教会員は惜 しみなく，か

つ人道的な方法で犠牲 を払いました。特にヨーロッパの

聖徒たちに賛辞 を送 りたいと思います。彼 らはこの不幸

な子供たちの運命を少しで も明る くしようと，必要な物

資を数えきれない台数の トラックに積み込んで送 り出し

て くれたのです。

専門技術 を持つ何人かの熟練 した年配の末 日聖徒が，

ブカレス トでの特別な奉仕の求めに応じて くれました。

彼 らはモルモン経の時代のアンモ ンがしたように，みず

か ら進んで救援活動に従事 しているのです。 その勇敢な

働 きは間違いな く，ほかの開拓者たち と同様 に教会の歴

史に残 るものです。

ルーマニアでは， こうした宣教師たちはハ ンガリー ・

ブダペス ト伝道部の伝道部長の指示の下で働いていて，

会員 と求道者たちは定期的に礼拝集会 に集っています。

ブルガ リア

1988年10月30日 に， リンガー長老 と私が初 めてブルガ

リアの首都 ソフィアに到着 した とき，仲介 を依頼 した

「第三者」か ら，空港 には出迎 えがあるはずで，要人 と

の会見の予約 も取 ってあると確約 されてい ました。(ち

なみに，私たちの経験では全体主義国家の要人 たちはほ

とんどと言ってよいほ ど，予定を文書で確認することは

ありません)そ こで私たちは希望 を抱 いてブルガ リアに

出かけました。しかし，到着 したのは夜更 けで，出迎 え
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次ページ左 ブ リガム ・ヤング大学の学生とエストニ

ア ・タリンの教会員(左)。 モスクワ ・ボ リショイ劇場の

外で。

右1991年6月24日 ，教会の正式認可を発表するロシ

ア共和国のアレクサン ドル ・ルツコイ副大統領(右)。 同

席 しているのはフィンランド ・ヘルシンキ東伝道部のゲ

リー ・L・ ブラウニング伝道部長(左)と 十二使徒定員会

のラッセル ・M・ ネルソン長老。

の人はいませんでした。仕方な く乗ったタクシーには別

のホテルに連れて行かれ，問違いに気がついた私たちは，

荷物を片手に吹雪の中を歩 いて目当てのホテルに行 く羽

目にな りました。翌 日もい らだちは募 るばか りで，2力

国語を話すホテルの交換手 は，私たちが面会するはずの

要人 も役所 も存在 しないと言 うのです。 まった くのお手

上げでした。私たちにできることと言 えば，主に助けを

求めて祈ることだけです。

祈 りはこたえられ ました。翌朝10時 ，不思議な巡 り合

わせでルーマニア宗務庁長官のツベ トコ ・ツベ トコフ氏

と面会できたのです。彼 はソフィアヘ帰 ってきたばか り

で，通訳 も同行 していました。信 じられないような幸運

でした。

最初，会見の雰囲気 は実に冷ややかな ものでした。私

たちが来ることは知 らされていなかったのです。通訳 を

介 して彼 は 「ネル ソンだって?リ ンガー?モ ルモ

ン?聞 いたこともない」 と不機嫌そうに言いました。

私 は，「おあい こですね。私 もあなたの名前 は初 めて

お聞きします。お互いに面識 を得るチャンスじゃないで

すか」 と答えました。 これが全員の失笑を買い，会見 は

その後スムーズに運んだのでした。

リンガー長老 と私 は1990年2月 にソフィアを再び訪れ，

大管長会の承認の下 に，2月13日 ，ナ ・スボボダタ公園

(「自由公園」の意)で 使徒による奉献の祈 りを捧げ まし

た。

この訪問で，私たちはツベ トコフ氏 だけでな く，数人

の政府高官，ならびに報道関係者たち と会見 し，国際事

業団の理事 には英語教師の派遣を要請されました。私た

ちはその場で確約 し，その依頼にこたえるために有能 な

教師が召 され，ブルガ リアに送 られました。 この理事 と

は，彼が1990年10月 にソル トレークシティーを訪問した

際，旧交 を温めることができました。彼はブルガリアで

教え始めた姉妹宣教師や夫婦宣教師の働 きに感謝 し，称

賛を惜 しみませんでした。 この宣教師たちの接触 を通 じ

て求道者の紹介があり，何人かがすでに改宗 しています。

1991年7月1日 には，教会で268番 目の伝道部が開設

され，キリル ・キ リアコフ兄弟がブルガ リア ・ソフィア

伝道部長 として召されました。 キリアコフ伝道部長夫妻

は，ふた りともブルガ リア生 まれです。1991年7月10日 ，

ブルガリア政府 は教会 を正式に認可 し，教会 に集 う聖徒

たちと求道者たちの数 は確実 に増 えています。

ギ リシ ャ

1985年12月 に初 めてアテネを訪問 してか ら現在 まで，

ギ リシャで教会 は着実 に成長 してきました。ギ リシャ ・

アテネ伝道部 は1990年7月1日 ，R・ ダグラス ・フィリ

ップ兄弟を伝道部長に迎えて，開設 されました。それま

で，ギ リシャ国内の支部はみな，初めにオース トリア ・

ウィーン伝道部か ら指示を受 け，次いでオース トリア ・

ウィーン東伝道部の傘下に加 えられました。ギ リシャの

会員たちは，友人を教 え，支部 を強めて くれる自分たち

の専任宣教師 を迎えられたことに感激 しました。会員た

ちは，古代 と現代の使徒たちの業を身近に感 じながら，

みずからこの地で大いなる業 を果たしているのです。

アルバニア

この国は1967年 に宗教を違法 とし，無神論 を公式に宣

言 した国です。

それにもかかわ らず，ダリン ・H・ オークス長老 とリ

ンガー長老 は1991年4月 にアルバニアの首都 チラナを訪
うた

れ，無神論 を謳 う憲法をごく最近に放棄 した この国の要

人 と会い， この国を取 り巻 く状況 をつぶ さに見 ることが

できました。この国の国民が福音 と教会員 の寛大 さに触

れ，祝福を受ける機会は， ここ数十年の問で，現在が最

も顕著になっていると言 えるで しょう。
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ソビエ ト連邦共和国

ソ連は15の 共和国を有する連邦国家であ り，そのひと

っがロシア共和国でした。 ほかにはアルメニア，グルジ

ア， ウクライナ，アゼルバイジャン，バル ト諸国な どの

共和国があ ります。

ソビエ ト連邦には外科医 として以前に3度 訪問したこ

とがありましたが，1987年6月 ， リンガー長老 と私は教

会の指導者 として，実情調査のために初めてモスクワを

訪れました。私たちはロシア正教，プロテスタント，ユ

ダヤ教などのほかの宗派の指導者 と共に宗務会議議長 と

会見 しました。ラビめ指導者，ア ドルフ ・シェイビッチ

師の招 きを受けて，私たちはモスクワ市内のユダヤ教会

で 「バル ・ミツワ」の儀式(訳 注 ユダヤ教男子 を成

人社会に迎 え入れる荘厳な儀式)に 出席しました。

私たちは1989年8月 にモスクワに戻 り，カリフォルニ

ア州の篤志家，アーマンド・ハマー博士とユタ州のジョ

ン ・M・ ハンツマン兄弟 と共に，8月9日 ，同意書に調

印し，教会 は1988年12月 のアルメニア大地震による被災

者の救済事業を援助することにな りました。話題 はそれ

ますが， この事業 のために惜 しみなく，自発的に基金 を

寄せて くださった教会員の皆 さんの信仰 と思いや りに，

心か ら感謝します。教会 としてはまった く募金 しなかっ
ぎ えん

たのですが，貴重 な義援金が 自発的に世界中の会員から

寄 せ られ ました。ある人々は直接本部 に， またほかの

人々は監督や支部長を通 して送金して くださいました。

2度 の訪問で，私たちは宗務会議議長 と会い，教会の

承認は連邦 レベルではな く，地域単位で下されることを

知 りました。 しかも，嘆願書 はその地域 に在住する20人

以上の成人のソビエ ト市民による連名で申請 しなければ

ならない というのです。そのうえ，ほかの多 くの共和国
の

と同様， 自由に福音を宣べ伝 えることは，宗教 を望 まな

い市民の権利を侵害する恐れがあるという理由で，許可

されないので した。私たちは大変なジレンマに陥 りまし

た。宣教師な くして， どうしてひ とつの地域に20人 以上

の会員 を集められるで しょう。 しか も， まず最初 に20人

の会員 を獲得 して合法的な承認 を得なければ， どうして

福音を広 められるので しょうか。しか し思い起 こして く

ださい。「神 にはなんで もできないことはあ りません。」

なんと数カ月後，レニングラー ド(現サ ンク トペ テルブ

ルグ)に は20人 以上の会員が集 っていたのです。

ソ連のこの開拓者 となった教会員たちの改宗物語は，

まさに驚嘆に値する主のみ業 と言えます。支部長夫妻は

1989年7日1日 に，ハ ンガ リーのブダペス ト滞在中に教

会 を知 り，バプテスマを受けました。 レニングラー ドに

戻 ったふたりのために，フィンラン ドのヘルシンキか ら

ロシア語 を話すホームティーチャーが召され ました。別

の姉妹 は一時的にレニングラー ドを離れ，奇跡的な方法

で教会 に導かれました。このスベ トラーナ という若 く美

しい母親 は，ロシア語の聖書を手に入れたいと祈 りを通

して主 に願い求めていました。ロシア語 の聖書 は珍し く，

貴重で大変高価な ものです。1989年 の秋，彼女 は夫 と幼

い子供 と共に，聖書を求めてヘルシンキヘ出かけました。

ヘル シンキの公園を歩いていると，彼女は枯れ葉に埋 も

れている何かに踏み当た りました。手 に取ってみると，

なんとそれはロシア語の聖書でした。祈 りはこたえられ

たのです。彼女 は喜びにあふれ，公園に子供 を連れて来

ていた女性に，この信 じられない拾い物のことを話 しま

した。 この女性 はスベ トラーナ姉妹 にこう答 えたのです。
「イエス ・キリス トについて書かれた， もうひ とつの本

も欲 しくありませんか。 これもロシア語で書いてありま

すが……。」スベ トラーナ姉妹 はもちろんす ぐに同意 し

ました。するとその女性はロシア語のモルモン経を手渡

し，教会へ招待 したのです。 この女性 の名はライジャ ・

ケンパイネンといい，夫は当時フィンラン ド・ヘルシン

キ伝道部バル ト海沿岸地方部の地方部長 として召されて

いた，ユーシ ・ケンパイネン兄弟でした。それか ら間も

なく，スベ トラーナ姉妹は末日聖徒イエス ・キリスト教
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会の会員 とな り，家族 と共にレニ ングラー ドに戻ったの

でした。

これら初期の改宗者たちは，特別 な友人 を自宅 に招 き，

イエス ・キ リス トの回復 された福音 を紹介しました。そ

のうち多 くの人々が喜んで宣教師のメッセージを受け入

れ，バプテスマを受けたのです。

1990年4月26日 ，私たちは政府 の役人 と会い，レニン

グラー ド支部の承認のための申請書を提出 しました。そ

の同じ日，私 はネバ川に隣接する 「夏の庭園」で感謝の

祈 りを捧げ， この地 を再奉献 しました。そこは1903年8

月6日 ，当時の十二使徒評議員会会員，フランシス ・

M・ ライマン長老が福音を宣べ伝える地 としてロシアを

最初に奉献 した 「マルスの広場」のす ぐ近 くです。

1990年9月13日 にレニングラー ド支部 は正式に認可さ

れました。このように貴重 な先例がで きたことで，ほか

の都市でも教会が承認 されるようになるでしょう。

ソビエ ト連邦のパスポー トを持つ最初の宣教師はエス

トニアのタリン出身，ジャナス ・シラ長老です。バプテ

スマを受けた直後か ら，彼は伝道に出ることを切望 して

いました。 しかし障害が多 く，実現の可能性 はほとんど

ないように思えました。出国ビザ，伝道資金，母親の生

活保障など，解決 しなければな らない問題が多かったの

です。スティーブン ・R・ ミーチャム伝道部長は彼 に，

戒めを守って信仰 を保 てば，正 しい願 いはかなえられる

だろうと助言 しました。障害は奇跡的な方法で解消 し，

シラ長老 は現在，ユタ州 ソル トレークシティー伝道部で

宣教師として働いています。

このように，み業を進めてい くうえで主の導 きのみ手

が感 じられる逸話 は，数多 く伝 えられています。ソビェ

ト連邦のバル ト海沿岸地域 すなわちレニ ングラー ド，

ビボルグとエス トニアの首都タ リン で教会が最初 に

慎重な交渉 を始めた当時，フィンランド・ヘルシンキ伝

道部を管理 していたのはミーチャム伝道部長でした。 ミ

ーチャム伝道部長の貢献に対 して特別な賛辞 を贈 らなけ

ればな りません。この大切 なみ業は今，1990年7月1日 に

新 しく創設 されたフィンランド・ヘル シンキ東伝道部の

ゲリー・L・ブラウニング伝道部長 に引 き継がれています。

大管長会 の委任 を受 け，私は1990年4月25日 にエス ト

ニアの地 を奉献 しました。そのために選 ばれたのは，バ

ル ト海 とタリンの街を見下ろせるラウルラバ と呼ばれる

所で した。エス トニア人 の中には， ここを国の魂が宿 る

場所 と考えている人々もいます。そこには自然の地勢に

よってできた円形劇場があ り，人々が集 まって きて合唱
とき わ ぎ

すると聞 きます。早朝，その丘の上 に立つ常磐木の下で，

奉献の祈 りが捧げられました。

現在， リトアニア とラ トビアには支部 はありません。

機が熟すれば， この2共 和国の人々 も教会 とその貴重な

救いの福音 を見いだせるようになるで しょう。

1991年5月28日 ，ロシア共和国は末 日聖徒イエス ・キ

リス ト教会 を正式 に承認 しました。 この歴史的な発表 は，

1991年6月24日 に共和国副大統領 アレクサン ドル ・ルツ

コイ氏によって，モスクワで行 なわれました。 こうして

ロシアは，旧ソビエ ト連邦15共 和国のうち，エス トニア

に次いで2番 目に教会 を承認 した共和国にな りました。

ソビエ トの会員の新 しい信仰 を育て，伝道 の熱意 を支

えるために専任宣教師が召 されました。最初宣教師たち

は観光 ビザで入国し，ほぼ3日 か ら4日 という短い期間

働いては，ヘルシンキやウィー ンの伝道本部に戻ってい

ました。タリンに最初に宣教師が来たのは1989年12月8

日，レニ ングラー ドには1990年1月19日 ，キエ フに は

1990年10月7日 ，モスクワには1990年10月18日 の ことで

した。1991年7月 現在，上記の都市には各々ふたつの支

部があります。

ロシア人の末 日聖徒の祭司が初めてのロシア人の改宗

者にバプテスマを施 したのは，1990年2月17日 ， レニン

グラー ドにおいてでした。一方，他国に一時的に在住 し

ている間に教会を知 ったソビエ ト国民が多 く帰国し，そ

れぞれの故郷で教会の発展 に寄与 しています。 このこと
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から，「異国人で も宿 り人で もな く，聖徒 たち と同 じ国

籍の者……，神の家族」(エ ペソ2：19)と して新 しい仲

間を受け入れることが，世界中に教会 を広める機縁にな

るという事実がわか ります。

教会員は現在，ロシアの クルガン， レニングラー ド

(現在のサンク トペテルブルグ)，モスクワ， ソチ， ビボ

ルグ，ザレノグラー ドの諸都市，エス トニアのタリン，

ウクライナのキエフ， グルジアのスフミ，そのほかの都

市に住んでいます。

1991年6月 にアルメニア共和国は，教会 と世界中の会

員か ら寄せられた地震被災者への支援 に感謝 して，首都

エレバ ンに教会のための建設用地 を寄贈 しました。支援

の例を挙げれば， ジョン ・M・ ハ ンツマ ン兄弟 と妻のカ

レン姉妹，ならびに家族は，1988年12月 の壊滅的大地震

によって家を失った何千人 もの被災者のために義援金を

提供 し，自らも奉仕活動 に従事 しました。ソル トレーク

シティー在住の建築業者デビッド・M・ ホーン兄弟 は，

被災者が安全に住 む住宅建設のために時間 と技術 を提供

するという，特別任務の召しにこたえました。 コンクリ

ー ト・プレハブ製造工場が1991年6月24日 にエレバンで

奉献 され，年間6，500戸のアパー ト建設 に必要なユニ ッ

トを製造 し，2万5，000人 に住宅 を供給で きる見込みに

なっていますQ・

アルメ'ニア共和国は1991年6月24日 ，ダリン ・H・ オ

ークス長老 によって奉献 されました。オー クス長老 と私

はエレバ ンの町を見下ろす丘 に腕を組んで立ちました。

近 くにはアルメニアの母を表わす記念碑が建 っていまし

た。そしてあまり遠 くない所 に，ノアの箱舟がその昔 と

どまったといわれるアララテ山の雪をかぶった峰 も見え

ていました。(創 世8：4参 照)

1991年6月 に，モルモンタバナクル合唱団はヨーロッ

パ8力 国を巡る歴史的な公演旅行 を敢行 しました。コン

サー トはポーランドのワルシャワ， ドイツのフリー ドリ

ッヒス ドルフ， フランクフル ト， ドレスデン，ベル リン

の各都市，ハンガリーのブダペス ト，チェコスロバキア

のプラハ， ソ連のモスクワ とレニングラー ド， フランス

のス トラスブール，スイスのチュー リッヒ，オース トリ

アのウィーンでも行なわれました。行 く先々でタバナク

ル合唱団が伝える信仰 と献身の歌声は，人々の心を打た

ずにはおきませんで した。 この公演旅行 については教会

の機関誌 に詳細 な記事が掲載 されてい ます。(ジ ェイ ・

M・ トッ ド 『みた まのア ンコール』「聖徒 の道」1992年

4月 号，pp.32-48;ラ ッセル ・M・ ネルソン 『模範か

ら学ぶ』「聖徒の道」1992年1月 号，pp.64-68参 照)

オークス長老 と私 は恵 まれて この意義深い公演旅行 に

同行 しました。ツアー終了後帰国 して1991年7月3日 に

エズラ ・タフト・ベ ンソン大管長に面会 し， ツアーの成

功 を報告 しました。ついで私 たちは，ロシア共和国で教

会が完全に認可された ことを示す真正の書類 の写 しをお

見せしました。その ときの大管長の喜びの表情は，決 し

て忘れることはないで しょう。1984年 に私たちが十二使

徒定員会に召されて以来，大管長 との最 も大切な思い出

のひ とつとなりました。そして，ベンソン大管長が以前

たびたび話 されたことを，私はまざまざ と思い出しまし

た。大管長にとっては忘れ られない経験です。1959年10

月1日 のこと，大管長 はモスクワのある教会の説教台 に

立ち，雄々し く会衆に語 りかけました。
「天父 は遠 くにお られるのではありません。私たちの

ごく近 くにいらっしゃるはずです。神 は生 きてお られま

す。生 きておられると私は知 っています。神 こそ私たち
あがな

の父であります。イエス ・キ リス トは世 の瞭い主であ り，

この地球を見守っておられ ます。主 はすべての ことを導

いて くださる方です。恐れず，主の戒 めを守 り，互いに

愛 し合い，平和のために祈 りましょう。そうすればすべ

てはよくなるで しょう。」

ベンソン大管長の話 によれば，「一言一言通訳 されて

い く問，女性 たちがハンカチを取 り出し，ある人の言葉

を借 りれば， 『母親がひ'とり息子 との永遠の別れを惜 し
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前ページ左 モスクワで聖餐会に出席するソビエトの

聖徒たち。

右 モスクワの有名な赤の広場を散策するタバナクル

合唱団員。

むときのようにハ ンカチを振 り』始 めた」ので した。

この記事の中の出来事が進行 していた時期に教会 を管

理 して こられた予言者は，自由のために説教し，モルモ
ごと

ン経 を研究すること∫モルモン経 をもって 「洪水の如 く

地 を」(モ ーセ7：62)満 たす ことを教えてこられました。

そして，ロシア共和国で教会が正式に認可された という

知 らせを聞 き，生 きて自らの収穫 の一部 を刈 り取 るとい

う，幸福 を味わうことがで きたのです。

過去と未来を考える

この記事は，ある意味では，与 えられた任務の要約 と

個人的な報告書の，両方の役割 を果たしています。5年

以上に及ぶ この重要な期間に，私はヨーロッパにおける

主のみ業を担当しましたが，その一部 を実際に現場 に居

合わせた者の目か ら振 り返ってみたものです。大管長会

は， このたび，十二使徒定員会会員の任務の割 り当てを

変更 しました。大管長会はこの神聖な定員会の会員一人
一人の先任順位が上がるごとに，主のみ業のすべての面

における， また全世界の教会 と教会員に関する知識 を深

める必要があることを知っておられるのです。そのため

に，1990年12月1日 ， ヨーロッパで主のみ業の端緒 を開

く責任は，ダ リン ・H・ オークス長老の有能な手 に引 き

継がれ ました。オークス長老はすでにその新 しい任務の

中で，多 くのすばらしい貢献 をしています。

ヨーロッパをはじめとする世界各国での様々な任務に

従事す る間，私の妻のダンツェル と家族 は信仰の祈 りを

もって私 を支えて くれ ました。 このような旅行中，起 こ

り得る危険を承知 しながら，一言 も不平 を言 うことはあ

りませんでした。彼 らの支持に心か ら感謝 しています。

私が記録 したこの ドラマは， 教会の成長 の速度 を

考えれば， この記事が皆 さんの目に触れるころには，さ

らに新 しい事態が展開しているで しょう ヨーロッパ

という激動の舞台で上演されるほんの一部にすぎません。

一方最近では，アフリカ，南 アメリカ，中央アメリカ乳

南太平洋，アジアの多 くの国々で，十二使徒 によって奉

献の祈 りが捧げられています。

多 くの人が形容するように 「信 じ難い」速度で伸び続

ける教会の発展を思うと，主が予言者ジョセフ ・ズミス

を通 して授 けられたすばらしい教 えを思い起 こす必要が

あ ります。それは1831年9月11日 に，オハイオ州カー ト

ランドに程近いモーレー農場に集 まった長老たちに与え
ゆえ な

られたものです。「この故に善 を為すにうむことなかれ。
なんじ

これ汝 ら今偉大 なる一事業の基礎 を置 きつつあればな

り。」(教 義 と聖約64：33)

ウイルフォー ド・ウッドラフ大管長 はそのときの様子

を詳 しい記録 に残 しています。「日曜の夜に予言者 ジョ

セフ ・ス ミスは，神権者 は皆その丸太造 りの小 さな塾に

集 まるように言った。 そこはおよそ13平 方メー トルの狭

い所で，当時カー トランドにいた末 日聖徒イエス ・キリ

ス ト教会の全神権者がそこに集まった。……予言者はイ

スラエルの長老たちに，自分 と共にみ業について証を述

べ るようにと言った。証が終わると予言者はこう語った。

『兄弟たちよ，今夜 あなた方の証 に強められ，、教 えられ

ることが多々あった。しかし，今主のみ前で，あなた方

は母 のひざにいる赤子ほどもこの教会 と神の王国の行 く

末 を知ってはいない と申しあげたい。あなた方はわかっ

ていない。…… この教会は南北アメリカを満たし，全世

界 を満たすであろう。』」(「大会報告」1898年4月6日 ，

p.57参 照)

予言者 は教会の行 く末 を知っていました。今や私たち

は，予言者が1世 紀半前 に思い描 いていた成長の一部を

目にしているのです。

私たちすべてが この同じ理解 と信仰 を持てるように祈

っています。神が生 きてお られることを証します。イエ

スはキ リス トであり， この教会 は神の教会です。神のみ

業は主の選ばれた時が至れば，世界中を満たし，人々を

祝福することでしょう。□
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家庭訪問メッセージ

個性豊かな姉妹 たちの きず な

モニ カ ・フル マ ー姉妹 が ドイ ツで 扶

助協 会 会長会 の一員 と して 責任 を果 た

してい た と ぎ， お休 み会 員 の ア ン(仮

名)と 知 り合 い ま した。 ア ン の訪 問 教

師た ち は教 会 へ来 るよ うに励 ま し まし

たが， 彼女 はか な り長 い間 足 が遠 の い

て いた ので なか なか その気 にな りませ

んで した。 しか し， や っ との こ とで説

得 して， 温か い歓 迎 を受 けて も らう こ

とが で き ました。

最初 ア ンは集会 所 の後 ろの方 に座 っ

て い ま した が， ワー ド部 の姉 妹 た ちに

受 け入 れ られ る ように な るにつ れ，居

心地 が よ くな って きました。 間 もな く

扶助 協会 の会 長会 はア ン を音 楽 の指 導

をす る責 任 に召 す よ う要 請 すべ きだ と

い う気持 ち を感 じ ました。音 楽 に つい

て はほ とん ど知識 のな い ア ンで したが，

その責任 を引 き受 け ま した。扶助 協 会

の姉妹 た ちの助 けに よ り， ア ン は召 し

を果 たす ことを学 び， さ らにワー ド部

で も指 導者 として の責 任 を受 け る よう

に な りま した。や が て，ア ンの夫 もバ

プ テスマ を受 け，家 族 は神殿 で結 び固

め られ ま した。

フルマ ー姉 妹 は この よ うに述 べ て い

ます。 「姉 妹 た ちの きず な に つ い て考

える と， い つ もア ンの こ とが頭 に浮 か

び ます。 扶助 協会 の姉 妹 た ち に愛 され

受 け入 れ られ る こ とに よっ そ，彼 女 は

自分 が温 か く迎 え られ てい る と感 じ，

さ らには必 要 とされ て い る ことがわ か
∂

る ように なっ たの です。」

一致 して仕える

予言 者 ジ ョセ フ ・ス ミスが1842年3

月 に扶助 協 会 を組織 した とき， 最初 に

集 まった20人 の姉妹 たち は同 じ目的 と

信 仰 に よって結 ばれ てい ましたが， 生

活 状況 はそれ ぞれ 異 な ってい ました。

1LLUSTRATEDBYLORIANDERSON

数人 の姉 妹 た ち は教 会 の指 導者 の妻 で

あ り，幼 い子 供 た ちが い ま した。 あ る

姉妹 は， 店 を経 営 す る教 会員 で な い男

性 と結婚 した ばか りで した。 その ほか

の姉 妹 た ち は独 身 で した。 しか し， 皆

が それ ぞれ の能 力 を発揮 して この愛 の

奉仕 を始 めた ので す。

1992年 を迎 え た 現 在 ，世 界 中 に は

278万 人 の扶 助 協 会 の会 員 が い ます。

あ らゆ る地 域 にわ た る様 々 な人 種 や文

化 的背 景 を持 つ人 々 です。 能力 もそ れ

ぞれ異 な っ てい ますが ，皆 同 じ組 織 の

一 員 なの です 。使 徒パ ウロが教 えて い

る よ うに，私 た ち は皆 キ リス トの体 の

一 つ一 つ の肢 体 です。

「とこ ろが 実際
，肢体 は多 くあ るが ，

か らだ は一 つ なので あ る。 目 は手 にむ

か う て， 『お ま え はい らな い』 とは 言

えず， また頭 は足 に むか っ て， 『お ま

えはい らな い』 と も言 えな い。 …… あ

な たが た はキ リス トの か らだで あ り，

ひ と りび とりはそ の肢体 で あ る。」(1

コ リン ト12：20-21，27)

それ ぞれ が異 な っ た才能 を持 ってい

るこ とは， 互 い に協 力 し合 う うえで ど

の よ うな祝 福 とな るで しょうか。

個人を祝福する

一人 一人 が 力 を出 し合 うにつれ
，一

致 の精 神 が生 じ， それ ぞれ の個性 を尊

重 す るよ うに な ります。 中央 扶 助協 会

会 長 の イ レイ ン ・L・ ジ ャ ック姉妹 は

この よ う に述 べ て い ます。 「女 性 一 人
たまもの

一 人 に自分 に授 け られ て い る賜 を尊 重

して ほ しい と思 い ます 。 また， ほか の

人 の才能 も見 い だす よ うに努 めて くだ

さい。互 いの生 活 に祝福 を もた らそ う

とす る と きには，相 手 と自分 の似 て い

る と ころは もち ろん， 異 な って い る と

こ ろ も喜 んで 受 け入れ て くだ さい。」

テ ネ シー 州 キ ン グ ス トン の サ ン ド

ラ ・エ ドワー ズ姉 妹 は， バ プテ スマ を

受 けてか ら数 年後 に離 婚 し，脳 卒 中 で

母 親 を失 い， 悲惨 な交 通事 故 で息 子 を

亡 くしま した。 この よ うな危 機 的 な事

態 に陥 った彼 女 に とっ て，唯 一 の心 の

よ りど ころは支部 の会 員 た ちで した。

彼 ら は引 っ越 し を手伝 い，子 供 た ちの

世 話 を し，食 事 を持 っ て行 き，励 ま し

と愛 ，助 けを与 えたので す。 エ ドワー

ズ姉 妹 は こ の よ うに語 っ て い ます 。

「批判 的 な言葉 は一 言 も聞 き ませ ん で

した。仲 間外 れ に され た り，恥 ず か し

い思 い や寂 しい思 い を した こ とも一 度

もあ りませ んで した。 いつ も必 要 とさ

れ， 感謝 され てい る こ とが わ か りまし

た。」

七 十 人 第 一 定 員 会 会 員 の ジ ョ ン ・

K・ カ ーマ ック長 老 は この よ うに勧 告

して い ます。 「私 た ち は 自分 と異 な る

人 々 の中 に あっ て一致 す るよ う， 熱心

に努 めな けれ ば な りませ ん。 … … どの

よ う.な場 所 に あ っ て も自分 と異 な る

人 々 を仲 間 とし， 受 け入 れ， 一致 す る

態 度 を身 につ けま し ょう。私 た ち一人

一 人 に は
， この責 任 を 自覚 す る必 要 が

あ り ます。」(「エ ンサ イ ン」1991年3

月号 ，P.9)

一 人一 人 を尊 重 して い る ことを示 す

に は ど う した らよ いで しょ うか 。□
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安 息 日になった

日曜 日

ク ラ イ テ ィー ・ク リー ガ ー

教
会に改宗してから，福音の原則

げ

をす っか り理 解 す る まで に， 私

は多 少 の時 間 を必 要 と しま した。 どう

した ものか， い くつか の戒 めや教 義 が，

最 初 は ピン と来 なか ったの です。 た と
きよ

え ば，安 息 日を聖 く保 つ こ とも， そ う

で した。

バ プ テス マ を受 け る以 前， 私 は 日曜

日の午 後 に は青少 年 を引 き連 れ て， タ

ッチ ・フ ッ トボ ー ル(訳 注 「ア メ

リカ ン ・フッ トボー ル の興 味 を失 わ な

いで， 危 険 な く行 な える よ うに考 案 さ

れ た簡 易 ゲー ム。 … …幼 少年 向 き… …

ジ ゴニ ア ・フ ッ トボール 」 〔「新修 体育

大 辞典 」 昭和61年4版 ，不 昧 堂 刊 ，p.

966〕)か らた こあ げ まで， い ろい ろな

レ ク リエ ー シ ョン活動 を行 な って い ま

した。 教会 に入 って か らも， 別段 それ

を悪 い こ と とは考 え ませ ん で した。 グ

ルー プの一 致 を促 し， 青 少年 同士 の友

情 を深 める の に も役立 つ と思 ってい た

ので す。 とこ ろが ， あ る 日曜 日の午後 ，

自分 の行動 につい て改 め て考 えさせ ら

れ る出来事 が あ りま した。

その 日， 青 少年 グルー プ は全 員 ア イ

スホ ッケーが したい と言 い 出 したの で

すが， 人数 が 足 りませ ん で した。 そ の

とき良 い ア イデ アが浮 か び ま した。ハ

リソ ン支部 長 の家族 を誘 お う。7人 い

る子供 の うち4人 はプ レーが で きる。

それ で人 数 が倍 にな る し， 青少 年 が教

会 員 と知 り合 い にな るい い機会 だわ。

私 は そ う考 えて， 一番 年上 の レスに電

話 をか け ました。彼 は喜 んで承 諾 して

くれ ま した。

とこ ろが ，子 供 た ちが ス ケー ト靴 を

そ ろえた りジー ンズ の着替 えを用意 し

た りす るの を待 って い る間 に， 私 が支

部長 のお宅 に入 る と，.どうも雰 囲気 が

お か しい ので す。 ハ リソン支部 長 は ま

ゆを ひそ めて い る し， レス は困 り果 て

た様 子 な ので， 深刻 な話 の途 中 だっ た

こ とが わか りました。 しば ら くの沈 黙

の 後， 支 部 長 は私 を見 る と， 「子 供 た

ち に選択 の 自由 はあ ります が， 私 とし

て は認 め られ ませ ん。 ク リー ガー姉 妹

も き ょうが 日曜 日な の を知 っ てい るで

し ょう」 と穏 やか に言 い ま した。4人

の うち3人 が つい て来 ま したが ，私 は

か な り罪 悪感 を覚 え なが らハ リソ ン家

を後 に しま した。

その週に教会の機関誌が届きまし撃

中 に は， 安 息 日 につ いて の記事 が い』ぐ

つ か掲載 され てい ました。 私 は この問

題 に対 す る教 会 の指 導者 の見解 が知 り

た か った ので， 機 関誌 を隅 か ら隅 まで

読 み ま した。 そ して，安 息 日に して は

な らない こ とを念入 りに リス トに ま と

め， 何 が何 で も安息 日を聖 くし よ う と

心 に決 め ま した。
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老人ホームにいる

ふたりの姉妹を訪問して，

私たちは日曜日を

安息日に変えることができました。
一緒に聖旬を読み，賛美歌を歌い，

自分が必要とされていることを知り，

心の満ち足りたひとときを

持つことができました。

●

Z
o
の匡
]o
Z
⊃
国
]
L』ト
の

口
=ユ
く
o
o
←o
=
」

次 の 日曜 日，今 度 は何 をすれ ばい い

のか私 はわか らな くな って しまい ま し

た。律 法 の文 字 は守 っ てい た のです が，

安 息 日の精 神 が わか りませ んで した。

(IIコ リン ト3=6参 照)何 か大切 な も

のが 欠 けて いた ので す。 先程 のア イス

ホ ッ ケーの話 が あ った の は， ク リスマ

ス間 近 の こ とで したか ら， 年が 改 まっ

て1月 に も何 回 か 日曜 日を過 ご し まし

た が， どれ も安 息 日 と呼 べ そ うには あ

りませ んで した。

こう して2月 に入 る と， キ ー ス とい

う新 しい改 宗者 の兄 弟 が， 私 た ちの小

さな支部 に転 入 して きま した。教会 員

にな って5カ 月で ， ほや ほや の宣 教師

4人 分 の熱 意 を ひ と りで持 って い る よ

うな人 で した 。私 た ちの通 って い る大

学 で， 地元 の老 人 ホ ーム と提 携 して介

護 プ ロ グラム を実施 す る こ とが発 表 に

な った とき， 私 た ちは学 内 の唯一 の末

日聖徒 としてプ ロ グラム に参 加 し，模

範 にな るべ きだ と， そ の兄弟 が提 案 し

ました。 私 たち は， そ の老人 ホー ム に

住 むふ た りの支部 の会 員 を訪 問 す る こ

とにつ いて話 し合 った もの です 。 しか

し， 結局 は何 もしませ んで した。

そん な あ る日曜 日，ハ リソン支部 長

が信 仰 につ い て話 を し ました。 信仰 と

は， 言葉 と信 念 を実 行 に移 す ことだ と

い う話 で した。 同 じ日の午 後， キー ス.

と私 は，老 人 ホー ム の姉 妹 た ち を訪 問

す るこ とに し ました。

最 初 の訪 問 は散 々で した。 それ ぞれ

の姉 妹 と会 った のです が， 平凡 なあ い

さつ を交 わ した だ けで， それ 以上 の こ

とは何 もで き ませ ん で した。 しか し，

帰 り際 に私 たち はふ たつ の こと.を理解

しま した。 自分 た ちは必 要 とされて い

る こ と， そ して， もっ とい ろい ろな こ

とが で き る とい うこ とで す。 翌週 の 日

曜 日は地 方 部 大 会 が あ り，240キ ロの

道 の りを車 で帰 っ て きたの です が， そ

れで も午 後 に は，ハ リ ソン家 の レス と

妹 のル ア ン とポー シ ャに も一 緒 に老 人

ホ ーム を訪 問す るよ うに頼 み ま した。

ポ ー シ ャは看 護 学生 で もあ りま した。

私 たち はふ た りの姉妹 の車 いす を押

して， 静か な場 所 へ行 きま した。 キ ー

ス が教会 機 関誌 の記 事 を読 み， レスが

聖句 を読 み， ポー シ ャが美 しい祈 りを
ささ

捧 げ ま した。 そ の 日の経験 に満 足 した

ので， 次 の 日曜 日に は， ヤ ング アダ ル

トと青 少年 を7人 連 れて訪 問 しま した。

ハ リ ソン支 部長 の承認 の下 に レス とキ
せいさん

一ス が聖餐 を祝 福 し
， 姉妹 たち にパ ス

しま した。 つい で，老 人 ホ ーム 内 の小

さ なチ ャペ ル に車 い す を押 して行 って，

賛 美歌 を歌 い ま した。教 会 の機 関誌 か

ら交替 で 記事 を朗 読 し， 詩 や聖句 も読

み ま した。 そ の後 ， 閉会 の賛 美歌 を歌

い，祈 りを捧 げま した。

帰 りは午後 の3時 を回っ てい て，皆

お なかが す いて い たので ， レス の家 で

スー プ とクラ ッカ ー を ごち そ うに な り

ました。 日曜 日の午 後 に支部 長 の家 に

行 くの は それが2度 目で したが ， この

と きはア イス ホ ッケー の メ ンバ ー 紫捜

しに来 た あの 日曜 日とは， まるで違 っ

て い ま した。私 た ち の うちの7人 は，

平 日に は町 の それ ぞれ の地域 で生活 し

て い て，大 半 は家族 の中で 自分 だ けが

末 日聖 徒 な のです 。 しか し， あ の 日曜

日の午 後 の2時 間 だ け は， 皆 で テーブ

ル を囲 み， レス の両親 も交 えて話 に興

じ，笑 い， 会 員同 志 の交流 が 少 ない地

域 の末 日聖徒 が抱 える問題 な どにつ い

て，語 り合 い ま した。 本 当 に胸 が す く

ひ とときで した。

ほか にい くつ か の集会 に出て か ら午

後 の10時 に帰 宅 した と きには， 系図 を

調 べ た り宣教 師 に手 紙 を書 いた りす る

とい う， 予定 して いた ことに取 り組 む

時間 は残 って い ませ ん で した。 私 は，

そ の夜， ひ ざまず いて祈 った とき， 安

息 日に は短 い1日 にで きる と考 えてい

た こ とよ りず っ とた くさんの なす べ き

事柄 が あ る と気 づ い たの です。 私 た ち

を祝 福 す るた め に特 別 な 日を用 意 して

くだ さ った天 父 に，心 か ら感謝 し まし

た。 □ ・
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道

ね

伝

つ

の

教

見

伝

尋

は

あ

た

宣

を

，

か

人

が

な

還

人

に

の

の

値

る

人

も

そ

価

。

あ
す

の

る

く

い

う

敬

そ

あ

ら

な

よ

す

は

も

道

長

験

い

伝

成

経

な

で

り

ぶ

き

意

よ

学

で

誠

に

で

の

心

道

道

と

誠

伝

伝

こ

が

は

。
る

た

た

す

得

な

な

ま

は

あ

む

も

念

次

て

私

，

私

，
年

対

道

的

友

た

数

に

の

。

い

，

と

，
も

３０

に

伝

体

，
し

は

た

悔

す

つ

代

だ

ら

問

ら

生

。
肉

面

ま

の

つ

後

ま

に

時

と

か

る

か

人

す

を

反

い

く

あ

，

り

例

学

こ

す

い

れ

の

ま

々

た

救

続

が

は

あ

の

大

る

で

て

あ

分

い

人

き

ら

が

。

え

。

自

て

く

で

か

果

会

人

く

師

「

な

機

た

よ

医

㌔

に

た

仕

た

は

つ

早

が

痛

効

る

つ

が

る

し

者

し

に

し

で

持

年

と

苦

の

出

か

と

あ

さ

医

ま

主

ま

今

を

２

こ

な

療

に

な

こ

た

だ

は

い

間

け

，

え

り

う

的

治

馬

道

出

る

つ

く

命

て

年

続

が

考

よ

救

霊

な

伝

ず

い

語

て

使

つ

２

し

た

た

達

ら

を

的

，

ら

て

に

み

の

言

が

強

し

つ

友

か

々

学

方

わ

い

う

て

分

に

友

勉

ま

違

た

痛

人

医

一

か

抱

よ

え

自

人

級

は

ち

て

出

苦

は

の

か

を

の

考

は

友

の

私

た

し

に

な

達

私

号韓穿髄聖

缶
》Ｏ
Σ
．卜
里
歪
Ｏ
畜

－匹
琵
Ｏ
Ｏ
ト
Ｏ
託



、

　

ヲ

な

ん

か

か

ら

り

欝

灘
欝

野

脚

懇

黙
響

鰯

働

は

思

は

と

伝

的

じ

私

く

の

い

る

世

感

∴
．．
．

〉

。

し

も

し

え

の

に

す

寂

た

ば

仕

こ

の

ま

を

つ

め

に

は

も

い

と

い

し

主

た

な

て

こ

う

楽

，
な

さ

し

い

そ

ら

し

あ

小

晦
．

鹸

帰

を

。
ま

と

と

う

好

を

変

切

・

紛

勧

抑

秘

覇

磯

謬

漱

琵

敵

倣

人

い

な

ｄ
と

そ

た

道

た

方

道

何

て

き

う

す

，
し

伝

え

い

伝

は

つ

行

よ

ま

し

ま

に

伝

良

，

私

言

に

し

出

か

け

当

を

が

れ

に

道

で

ん

し

受

本

音

活

つ

む

う

伝

る

ろ

。

を

か

福

生

に

よ

「

な

ち

た

し

す

。

の

る

川

乃

鷲
驚
錨
難
欝
昂
慮
窃

瓢
藩
雛

羅

型
誹
議

肱

思

，

て

さ

と

皆

し
．
逃

だ

は

に

は

要

師

切

会

重

教

大

機

に

宣

も

の

常

る

て

そ

非

い

と

も

は

て

を

て

と

つ

験

え

こ

知

経

代

る

の

の

に

出

私

道

何

に

。
伝

。

道

す

の

す

伝

ま

分

ま

い

自

い

ｆ

見意の年少青

こ

支

べ

を

た

。

蜘
際

．礫
鶴

匹

処

肋
籍

澱

拶

跡

票

に

の

く

う

い

だ

ア

ス

ｑ

ジ

マ

道

る

て

よ

さ

く

伝

い

め

る

だ

て

が

て

求

え

く

え

た

つ

を

な

て

た

な

か

け

行

つ

こ

あ

わ

助

を

祈

に

し

と

に

と

て

り

も

だ

長

こ

め

祈

と

部

き

求

の

軌

ナレ

む

祈

傾

い

に

を

さ

父

耳

だ

沃
勲
双
鷺

い

言

け

ｑ

ゴ

従

の

受

ア

パ

に

者

を

一

，

ち

導

ス

メ

ア

持

指

イ

マ

モ

気

，

バ

・

サ

の

し

ド

ン

領

た

話

ア

一

力

・

な

と

い

リ

リ

あ

督

良

イ

メ

監

て

ア

ア

し

ほ

の

自

人

と

，
況

道

り

を

ど

に

謝

ま

る

り

，

の

と

し

状

伝

あ

力

な

業

感

み

ぎ

お

き

私

こ

か

る

の

は

努

験

の

も

悩

す

ど

行

，

る

し

れ

私

で

の

経

道

て

は

り

み

に

実

出

。

さ

の

り

り

い

伝

と

私

か

望

校

事

に

た

求

で

か

な

し

は

に

で

わ

も

学

。
道

し

要

ま

ば

か

ら

私

と

ん

が

私

，

す

伝

ま

を

れ

験

，
ば

，

こ

読

ち

。
し

で

は

い

さ

ご

経

際

す

し

た

を

持

す

婚

ら

画

て
鷺
遜

。

い

実

と

か

け

問

気

で

結

か

計

い
嚇
謙

す

し
・

。

い

し

受

質

の

ら

，

た

の

向

も

ま

楽

た

な

。

を

の

た

か

み

つ

て

を

て

い

も

し

で

ん

し

た

な

る

歩

か

べ

向

と

て

し

で

ら

せ

召

な

あ

か

を

た

す

方

は

い

ず

ん

か

ま

る

あ

。

わ

生

し

の

の

私

働

必

せ

て

き

わ

た

ど

人

立

生

逆

今

で

は

ま

し

で

携

朋筋罪劃蜘

る

あ

福

い

も

思

き

が

祝

に

福

と

で

音

の

球

祝

い

が

福

て

地

な

た

と

の

べ

の

う

せ

こ

ト

す

ご

よ

ま

く

ス

た

。

の

歩

動

リ

し

い

こ

を

ｄ

キ

ら

さ

，
生

れ

・

た

だ

に

人

わ

ス

も

く

ち

の

驚

欝

嫡懲

欝

撚

謡
灘
踊欝
繁

驚

講

・
回
な
き
は
遅
た
託

鷺

驚

鶴

舞

駕

霧

殊

認

㌶

捷
魏

，

な

ら

人

も

の

ん

ら

た

る

し

る

尽

て

な

体

か

照

こ

う

む

た

。

だ

ま

い

を

申

の

つ

ん

て

れ

も

う

い

き

て

と

と

こ

帰

せ

え

ら

に

よ

稼

で

れ

こ

何

に

ら

ま

仕

去

か

し

を

も

ま

の

に

れ

か

り

に

り

ほ

で

金

と

望

か

主

そ

道

あ

神

取

ば

る

お

こ

に

ほ

は

。

伝

は

て

を

え

き

て

く

た

，

た

う

が

と

出

会

使

で

い

築

な

て

な

よ

た

こ

に

機

に

取

な

に

彼

，

。
出

柄

状

し

を

る

を

び

１０

想

い

道

を

が

ち

。

と

す

に

事

。

る

く

力

す

れ

祝
悦

：

を

な

伝

年

会

た

す

う

ま

道

た

す

れ

尽

体

悔

そ

よ
σ

１８

味

は

で

。
機

人

ま

よ

い

伝

つ

ま

ら

を

，
後

が

ら

約

意

で

由

す

の

の

れ

え

さ

，

か

い

出

心

し

も

た

甜
汝

聖

の

の

理

ま

道

そ

ら

仕

だ

ぼ

な

さ

に

て

く

て

な

な
「

と

真

い

の

い

伝

．は

お

に

く

け

き

だ

道

し

尽

し

あ

ま

義

の

し

か

が

，

　

使

工

に

て

た

み

か

の

い

た

て

に

イ

活

み

妹

や

う

こ

良

つ

し

し

後

た

で

柄

も

な

。
生

て

姉

暗

よ

に

の

行

婚

か

を

せ

が

事

で

あ

に

る

手み

す

の

え

弟

に

し

か

ん

に

結

し

と

さ

き

な

ら

は

間

す

て

れ

か

た

て

ど

喜

彼

つ

べ

か

あ

を

し

は

に

ば

参

る

よ

の

で

た

考

兄

し

で

確

さ

校

，

。

こ

先

開

う

か

父

る

り

さ

ら

て

つ

い

が

は

し

か

学

し

に

力

く

と

際

か
何

１７

す

し

神

の

な

を

る

な

う

く

学

り

す

る

優

し

よ

て

天

い

た

出

つ

か

つ

ら

主

も

な

を

態

勢

尽

こ

実

い
如

像

で



と

出

こ

に

う

道

い

伝

アつど

臨

は

法

と

方

ブきア畠

劇５

。

シ

ｑ

オ

う

の

す

合

良

ま

ち

最

い

か

る

思

分

す

と

を

験

だ

音

経

と

福

を

こ

か

る

ド

乃

ン

バ

．

リ

ラ

ラ

ラ

ズ

パ

ト

ン

ヤ

ス

［

キ

一

イ

，

ク

州

　

　

ラ

ツ

の

い

し

す

部

国

翻

も

く

。

合

た

ま

ご

さ

送

で

八

キ

母

で

で

て

ん

場

ま

り

魏

螂
切
騰

堅
に

筋
ヴ
凱
鮒
茄
丸
蝦

ｑ

ス

さ

ご

タ

同

し

で

ま

と

え

て

答

と

Ｗ

ｓ

１５

属

だ

。

も

を

た

の

き

る

。

答

し

回

の

Ｓ

購
籍
欝
器
謂
憲
灘
鞭
鰻
慰

鑑
膿
㎜瀦
岬灘躍

濃
鰻
蟄

騰

繍

讐

籍

瓢

獅
名

べ

く

こ

族

よ

の

食

よ

な

家

し

庭

だ

は

手

な

で

家

た

ち

勝

う

い

，

。
た

き

よ

い

は

す

私

好

の

ば

庭

ま

。
皆

ち

れ

家

れ

す

，
た

す

の

わ

で

し

私

う

ち

思

所

す

。
ど

た

に

場

ま

す

は

私

う

の

し

ま

に

よ

け

を

い

る

い

だ

い

て

す

□

間

遠

る

争

し

致

。

質

程

寝

い

を

一
か

に

て

言

と

が

う

に

話

ら

希

と

。

の

と

を

は

よ

道

電

ね

ら

る

た

あ

う

業

主

し

伝

ら

尋

か

す

し

，
思

み

で

で

，

か

．か

前

当

ま

に

と

の

え

る

後

局

る

以

担

れ

め

ら

主

う

さ

還

オ

あ

，
を

ま

た

た

が

む

だ

帰

ジ

が

り

門

恵

る

つ

た

歩

く

。

ラ

志

戻

部

に

す

か

な

を

て

た

た

意

に

ツ

会

求

な

あ

生

え

し

い

る

局

一

機

追

い

。

人

与

ま

て

す

は

ポ

い

を

て

す

，

を

り

い

職

私

ス

し

標

出

ま

ら

福

な

働

復

。
た

ら

目

に

し

な

祝

に

に

，

た

い

ば

の

道

が

る

に

う

前

り

し

て

す

分

伝

い

す

た

よ

る

あ

ま

し

う

自

き

震

先

な

。

る

出

が

れ

望

い

と

身

優

あ

う

漏

桝

ッ

一

蛾

ン

を
葺

酌
灘

た

な

り

伝

た

か

そ

と

つ

せ

だ

の

師

心

，
権

な

幸

ん

こ

教

，

は

特

。

行

は

学

。
宣

と

の

，
す

．

た

道

つ

き

く

く

す

る

と

な

．伝

わ

で

ら

し

ま

い

だ

あ

，
味

は

ば

親

え

て

ら

間

も

を

と

し

に

言

れ

か

年

て

ち

こ

で

共

う

ま

だ

２

し

持

る

地

と

そ

望

福

と

気

す

道

ち

ら

う

祝

を

に

を

う

任

る

る

く

で

●

翼

蘇
離

歯
購

が

に

た

な

生

奉

Ｑ

か

考

縄

ンソ一ダ

瓢

隷
噸
熱謹

号胴年腰
賀

卸蜘

，

ら

め

。

る

，
方

彼

強

た

す

く

の

。

を

し

を

な

高

す

証

ま

活

で

最

ま

，
き

生

り

る

い

い

て

た

か

え

て

会

し

つ

ば

伝

つ

出

ん

沿

る

を

言

に

さ

に

あ

ち

。

と

々

く

音

で

持

す

う

人

た

福

段

気

で

ろ

い

を

に

手

の

の

だ

し

験

ら

い

謝

る

た

ら

経

さ

な

感

あ

つ

ば

い

は

と

に

も

か

す

し

道

た

父

で

な

は

楽

伝

ま

天

法

兆

み

㈲

．つ

べ

Ｏ

ジ

ン

ザ

ル

一

ジ

リ

イ

ユ

ニ

エ

モ

ニ

ダ

訓

て

天

道

認

難

跳

夙

か

伝

の

し

ま

コ

ゴ

破
袈

蕩

錨

倉

齢

駿

解

斑

膿

・

＠

ナ

ア

篤

ひ
蕪

醗

い

せ

し

る

の

さ

ま

と

け

私

小

け

要

受

て

は

受

必

ら

つ

私

も

が

か

よ

練

私

父

に

欝

む

イ

た

な

出

に

真

る

し

が

か

デ

し

重

に

隅

し

け

で

ち

わ

で

ま

貴

道

の

か

受

道

た

が

局

め

で

伝

心

し

を

伝

私

と

オ

始

事

，

ん

。

し

い

は

こ

ジ

き

仕

て

ど

た

召

し

柄

い

ラ

働

の

れ

ん

し

の

ら

事

な

，

て

係

つ

ど

ま

道

ば

の

で

し

し

関

に

は

い

伝

す

か

切

業

と

送

く

ち

ま

，

。

つ

大

卒

一

放

い

持

し

果

た

く

ど

を

キ

，

で

気

て

結

し

い

ほ

覧

校

ツ

ぎ

ん

う

れ

た

ま

の

る
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ウ イ ス イ ッ ト ・

カ ナ カ ー ン

デビッド ・ミッチェル

礼
拝 堂 に 日の光 が さ し込 ん でい ま

す。最 後列 の席 の後 ろで， 床 に

しゃが み込 んだ男 性 が，赤 ちゃ ん に ミ

ル ク を飲 ませ て い ます。楽 しそ うに し

て い ますが 自分 の赤 ち ゃんで はあ りま

せ ん。 あ る母 親 か ら預 って きた ので す。

母親 は福音 の教義 クラ スの レ ッス ンに

集 中で き，彼 も赤 ん坊 を抱 いて あや す

楽 しみ を味 わ う ことがで きたの です。

この男性 は， タイ の チア ンマ イ地方

部 の地方部 長 ， ウ ィス ィ ッ ト ・カナ カ

ー ン兄弟 で す。 や さ し く赤 ち ゃんの世

話 をす る彼 の姿 に は， 自分 の管理 す る

3つ の支 部 に集 う500人 の 会 員 た ち に

注 いで い る愛 情 が よ く表 われ て い ます。

会 員 たち は， カナ カ ー ン地 方部 長 が

みずか ら教 え る福 音 の原則 を実践 して

い るこ とを よ く知 って い ます 。 そ の前

の 日，彼 は自宅 で この よ うに言 って い

ま した。 「私 た ち家 族 が 教 会 に活 発 に

集 え るの も， 福音 を実践 してい るお か

げです。 ただ祈 っ た り， 聖典 を勉 強 し

た り，教 会 で責任 を果 たす だ けで な く，

毎 日の生 活 に すべ ての福音 の原則 を取

り入 れ て い るのです 。

た とえ ば教 会 で は，母 親 と父親 ， 子

供 たちが 互 い に助 け合 う大切 さな ど，

家 庭 で愛 と一 致 を は ぐ くむ 方法 を教 わ

ります。 き ょうの午 後， 妻 は仕事 に出

か けな くて は な りませ んで した。私 も

午前 中 に仕事 が あ った ので すが ，午後

には帰 って きて ，ふ た りの子 供 の世 話

を し，洗 濯 や食器 洗 い を し ました。」

カナ カー ン兄弟 が 話 して い る と，7

歳 に な る娘 の ウ ィス チ ャ ラ ク(ニ ッ ク

ネ ー ム は ブ ア ン)が ，昼 寝 か ら 目覚 め

て， 眠 そ うな表情 で部屋 に入 って きま

した。 そ して， 父親 が忙 しい ことを知

る と， テ レ ビをつ け ま した。 子供 向 け

の番 組 を選 ん だの です が， そ の漫画 に

は， 恐 ろ しい場 面が あ りま した。 す る

と父 親 は，歩 いて行 って娘 の肩 に腕 を

回 し， それ がふ さわ し くない番組 で あ

る こ とをや さし く説 明 しま した。 そ し

て， 外 へ行 っ て8歳 にな る兄 の ウィス

ー テ ィポー ン(ニ ッ クネー ム はベ ン)と

一緒 に遊 ぶ よう に
， う ま く言 い聞 かせ

ま した。 「モ ル モ ン経 のベ ン ジ ャ ミン

王 か ら取 って， ベ ン と呼 んで い るんで

す」 と彼 は説 明 して くれ ま した。

「家庭 で行 な うべ き こ と はた くさ ん

あ ります。 家族 で 一緒 に活 動 す る こ と

に よ り，証 が築 か れ， 霊 的 に強 め られ

ます。 た とえば， 妻 は家庭 で栽 培 した

オ レン ジやマ ンゴ を瓶 詰 にす るのが と

て も上 手 な のです が， 子供 たち に も果

物集 めや貯 蔵 の準備 を手伝 わ せ てい ま

す 。 また， 個人 の 日記 や家 族歴 史 な ど，

家族 の記録 の作 業 も一 緒 に行 な って い

ます。」

共 に教 師 として働 いて い るカ ナカ ー

ン兄 弟 姉妹 は， 家 族 で祈 り， 自分 た ち

の手 で訓練 を施 す こ とに よって， 学習

機能 に障害 が あ る と言 わ れ てい た息子

カナカーン兄弟姉妹と息子のウィスー

ティポーン(左)，娘のウィスチャラク

卜
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世界 を駆 ける家族

)

)

)

)

オ
ー ス トラ リア

， ブ ラ ジル ， カ ナ ダ ， チ ェ コス ロバ

キ ア ， イ ン グ ラ ン ド， ス コ ッ トラ ン ド， ジ ブ ラ ル
ホンコン

タル，香港， 日本，そしてケニヤ， これらの地域 に関係

しているものといえば何でしょうか。

それは，イエス ・キリス トの教会 とゴー ドンス ミス家

族です。ゴー ドンスミス家には，サイモン ・ゴー ドンス

ミス兄弟 と妻のロスティーア姉妹，それにデビッド(14

歳)， ジョージ(13歳)， リチャー ド(12歳)， ヘ ンリー(5

歳)の4人 の子供たちがいます。

国際的なチームとも言えるこの家族 は，現在東京 に住

んでいます。 ゴー ドンス ミス兄弟の勤務する会社が東京

にあるか らです。現在の仕事 に就 く前，彼 は教会のアジ

ア地域管理本部で総合施設課課長 として働いていました。

ゴー ドンス ミス姉妹の話 を聞いてみ まし ょう。「主人

の父親はオース トラ リアで生まれました。母親はジブラ

ルタル生 まれです。主人が生まれたのは，両親が外交団

の仕事でケニヤに在住 していたときのことです。私自身

はチェコスロバキア生 まれです。長男 はブ ラジルで，次

男 と三男はイングランドで生 まれました。そして末の子

は香港生まれです。ある意味で私たちは，教会 という国

際的な家族を代表 していると言えるか もしれません。」

世界 を駆け巡 ってきたゴー ドンス ミス家族の物語 は，

20年以上 も前，チェコスロバ キアのプラハで始 まりまし

た。当時，一プラハの大学に通 う18歳 のロスティーアは，

母国の将来 にあまり希望を持てず にい ました。両親 は離

婚 しており，母親 はオース トリアヘ亡命 し，父親 は刑務

所で服役中 という状態でした。父親が釈放 され るとす ぐ

に，彼女 はこう言い ました。「私 はもうチェコスロバキ

アでの生活 に耐 えられないの。」その理由を彼女は，「自

ゴー ドンスミス夫妻と子供たち。左からデビッド(14歳)，

ジョージ(13歳)， ヘンリー(5歳)， リチャー ド(12歳)。

東京の自宅近 くにある駒場公園で。

由 というものをかいま見たか らです」 と説明しています。

その 「自由」 とは，同世代 の仲間たちと一緒に学生デモ

に参加 した際に味わったものでした。 この とき彼 らは，

様々な妨害を受 けなが らも，自由 と平等 という理想の下

に生活 したいと決意 したのでした。

やがてロスティーアは，英語の勉強 をするという名 目

で，イギ リスヘ出国するためのビザ を取得 しました。当

時のことを思い出 して，ロスティーアはこう語 っていま

す。「私 にとっては，寂 しく孤独な時期で した。ロン ド

ンに到着 したころには，英語 も話せず，持ち物 といえば，

スーツケースがひとつ と，米 ドルで5ド ルだけで した。」

チェコスロバキアにいる間に，ロンドンに住むイギリス

人の家庭で，メー ドとして働 くという打ち合わせができ

ていました。 しかし，その家族の下で暮 らして1年 ほど

たつ と， 自分には生涯のうちにもっとや りたいことがあ

るはずだ， と思 うようにな りました。

ロスティーアは友人か ら勧められて，ロン ドン大学に
ねん しゆつ

入学 しました。「学資を捻 出するために，朝 は5時 か ら

10時 まで駅で新聞を売 り，昼から講義 に出席すると， ま

た6時 か ら11時 まで働 きました。それか ら自分 の屋根裏

部屋へ帰って勉強 し，その後 ようや く眠ったものです。」

2年 後にロスティーアは，やはり当時学生であったサ

イモンに出会いました。サイモンがロスティーアにプロ

ポーズをしたのは，その1週 問後のことです。最初，ロ

ステ ィーアはため らいました。「私 はちゃん とした仕事

に就 きたいし，結婚 にも子供にも関心はない， と答えた

のです。 しか し彼 はあきらめませんで した。」こうして，

ふた りは1年 半後 に結婚 しました。同じ年，サイモンは

土木工学，ロスティーアは東欧学の，それぞれ学位を取

得 して一緒に卒業 しました。サイモンの最初の職場はス

コットラン ドでした。

2年 後，サイモ ンは仕事から家に帰 ると， ロスティー

アに，「会社か らブラジルヘ赴任す るように言われたん

だが構わないかい」 と尋ね ました。「いつ出発するの」

とロスティーアは聞きました。.
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前ページ左 香港の自宅で過こすゴー ドンスミス家族。

右 ゴードンスミス家の子供たちはいろいろなスポー

ツを楽 しんでいる。サッカーもそのひとつである。

下 家族一人一人が支え合っていることを象徴的に表

わしているような家族の ピラミッド。

サイモンは答 えました。「明 日なんだ。」ふた りはす ぐ

にブラジルのサン トスヘ引っ越 し，サイモ ンはそこで海

ぞいの石油パイプラインでの仕事に取 りかか りました。

ふた りは自分たちの人生が何か新 しい節目に差 しかかっ

たような気がしていました。しか し，本当の意味で人生

の変化が訪れたのはもう少 し後のことだったのです。

この若い夫婦は，現地の外国人クラブに入会 しました。

そこでロスティーアは，積極的で友好的なある女性のグ

ループに魅力を感 じました。ロスティーアがその会合で

自己紹介 をすると，ひ とりの女性が こう言いました。

「『ゴー ドンス ミス』 という名前は英語 的だけど，『ロス

ティーア』 は随分珍 しい名前ね。」「だって，私はチェコ

人です もの」 とロスティーアは答えました。す ると驚い

たことに，その女性 はチェコ語で返事をして きました。

これが，チェコ生 まれでブラジル育 ち，そしてアメ リカ

人の ドン ・クラークと結婚 しているザザとの初めての出

会いで した。

クラーク家族 とゴー ドンスミス家族はす ぐに意気投合

しました。一緒 に映画を見に行った り，テニスをしたり，

お互いに家を訪ね合った りしました。そんなある日， ロ

スティーアが クラーク家にいると，ふた りの末 日聖徒の

宣教師が訪ねてきました。ロステ ィーアはその ときのこ

とを， こう語 っています。「ふた りが宣教師だとは知 り

ませんでした。髪 を短 く刈 り上 げ， ワイシャツ とネクタ

イで正装したふた りの青年 くらいにしか思わなかったの

です。私はふた りにどこの会社で働いているのか と尋ね

ました。 というのは，この国で外国人 といえばどこかの

会社に雇われている人 しかいない と考 えていたか らです。

それに対す るふたりの答えは何だかよくわか りませんで

した。自分たちは教会のために働いていて，人々 を訪ね，

その家庭で一緒に聖典 を読んだ りするのが仕事だと言 う

のです。それを聞いて，私は随分変わった青年たちだ と

思った ものです。」

共 に教会員 だったクラーク夫妻 は，その後 ゴー ドンス

ミス夫妻に，福音について話すようになりました。 しば

らくして，教会の集会にも誘い ました。それはちょうど

断食証会の日で した。そのときのことをロスティーアは

次のように語っています。「私にとっては衝撃的な体験

で した。周囲 を見渡せば，男性 も女性 も，それに子供た

ちまで，皆涙 を流 しているではありませんか。私はひど

く当惑 して しまい ました。主人 も同じ思いで した。 ド

ン ・クラークから集会の感想 を求められたとき，私は彼

に顔 を向けて，『一種 の集団 ヒステ リーじゃないかしら』

と言 ったほどです。」

それか らしばらくして，ふた りはサンパウロで開かれ

た地域大会 に誘 われました。この大会で，スペンサー ・

W・ キンボール大管長か らブラジルで の神殿建設の発

表があ りました。ロステ ィー アは，その場 に集 まった

人々が予言者に対 して心からの愛 を示す様子 に感動 しま

した。そして大会終了後， ゴードンス ミス夫妻は宣教師

から福音 を学ぶ ことに同意 したのです。

順調に進んだ宣教師 との集会に変化が起 こったのは，

悔い改 めのレッスンの ときで した。「私 は自分の行動 を

何で も正当化 していました。 しかし， どうい うわけか，

悔い改めの過程 に関 しては， とても理にかなっていると

感 じました」 とロスティーアは言っています。彼女は悔

い改めについて真剣に考 えました。そして反 目していた

人々に仲直 りの手紙 を書いた りしました。「で も宣教師

か ら 『悔 い改めの原則 について祈って ください』 と言わ

れた ときには，『私 は神の存在 を信 じていないのに， ど

うして祈ることがで きるで しょうか』 と答えました。す

ると宣教師は， 『10階に人が住 んでいるか どうかは， ド

アをノックしてみるまでわからないでしょう。 だから，

ドアをノックしてみて，だれか答えて くれ る人がいるか

どうか，確かめて ください』 と言 うのです。

ある日，私は台所で皿を洗いながら，その宣教師の言

葉について考 えていました。そして宣教師の言葉に従 っ

てみようと決心 しました。私 はひざまずいて，『天のお
■父様

』 と呼びかけました。すると，心の中に温かいもの

が込み上 げて きました。私 はもう1度 ，『天 のお父様』

と呼びかけました。心が一段 と熱 くなりました。あれほ

ど自分が愛 され，守られているとい う思いに包 まれたの

は，生涯で初めての ことでした。私はあらゆる疑問を投

げかけました。『この教会 は真実の教会ですか。』『ジ ョ
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香港に住んでいたとき，13歳 のデビッド ・ゴー ドンスミ

スは地元のサ ッカーチームで活躍 していた。チームのゴ

ーチは父親のサイモンであった。サイモンは，現在ワー

ド部の伝道主任および初等協会教師として働いており，

家族で東京へ引っ越すまでは，香港アイランドステーキ

部ビクトリアワー ド部の監督会の一員として働いていた。

セ フ ・ス ミス は予 言 者 で す か 。』 『モ ル モ ン経 は真 実 で す

か 。』 『あ な た は私 を愛 し て くだ さ っ て い る の で す か 。』

こ う した 私 の 質 問 は， み た ま の力 に よ っ て こ と ご と く答

え られ ま し た。

私 は す ぐ にザ ザ に電 話 を して ， こ う 叫 び ま し た。 『や

っ た わ ， や っ と わ か っ た わ 。』 す る と， ザ ザ は 驚 い て

『何 が わ か っ た っ て 言 うの 』 と聞 き返 し て き ま した
。 私

は 『証 が 得 られ た の よ』 と大 声 で 言 い ま し た。」

ロ ス テ ィー ア とサ イ モ ン のふ た りは， ス テ ー キ部 大 会

の後 に バ プ テ ス マ を受 け る計 画 を立 て ま し た。 こ の大 会

の席 上 ， 十 二 使 徒 定 員 会 の ジ ェ ー ム ズ ・E・ フ ァ ウ ス ト

長 老 は ， 聴 衆 の 中 か ら何 人 か 教 会 員 を指 名 して ， 証 を述

べ る よ う に言 い ま し た 。 こ の と き， フ ァ ウ ス ト長 老 は ロ

ス テ ィー ア も壇 上 に招 き ま した 。 彼 女 は英 語 で証 を述 べ ，

そ れ を ドン ・ク ラ ー ク が ポ ル トガ ル 語 に 通 訳 し ま し た 。

証 を終 え る と， 彼 女 の ほ ほ に涙 が 伝 っ て い ま し た。 「証

が終 わ っ て， 私 が 『ア ー メ ン』 と言 う と， ド ン ・ク ラ ー

ク は私 の顔 を 見 て ほ ほ え み な が ら， 『わ か ら な い な あ 。

一 体 この 集 団 ヒ ス テ リー は ど う し た こ とだ い』 と言 っ て
，

か らか い ま した 。」

ゴー ドン ス ミス夫 妻 は， ブ ラ ジ ル に い る間 に， 友 人 の

リチ ャー ド ・ハ ー ドウ ィ ック と妻 の サ リー に教 会 を紹 介

し ま し た。 リチ ャ ー ドが 大 け が を して 手 術 を受 け な け れ

ば な ら な くな っ た と き， ふ た りは サ リー に付 き添 っ て 病

院 まで 行 き ま し た。 ロ ス テ ィ ー ア が ， 「サ イ モ ン， あ な

た が リチ ャ ー ドに祝 福 を して あ げ られ な い か し ら」 と言

う と， サ リー が 「祝 福 っ て何 な の」 と尋 ね ま し た。 祝 福

が施 され ， 約 束 が 実 現 し ま した 。 そ して ハ ー ドウ ィ ッ ク

夫 妻 も教 会 に加 入 し ま し た。

ゴー ド ンス ミス家 族 は， ブ ラ ジ ル か らカ ナ ダ の ブ リ テ

ィ ッ シ ュ ・コ ロ ン ビア 州 のバ ン ク ー バ ー に 引 っ越 し ま し

た 。 サ イ モ ン は この 地 で も， パ イ プ ラ イ ンの 仕 事 に 携 わ

りま した。 そ し て1985年 に そ の 工 事 が 終 わ っ た と き， サ

イ モ ン に は ま た別 の 道 が 備 え られ ま し た。 そ れ は， 家 族

と共 に香 港 へ 引 っ越 し， そ こで 教 会 の た め に働 く こ とで

した 。 サ イ モ ン は ア ジ ア地 域 の教 会 堂 建 築 を管 理 す る こ

とに な っ た の で す 。 担 当地 域 は， 香 港 ， タ イ か らイ ン ド

ネシア， シンガポール，マレーシアに及び，さらに日本

と韓国での建築の管理にも協力 しました。

この間に，チェコスロバ キアで政変が起 こり，そのお

かげでロスティーアは22年振 りに帰国できること.になり

ました。ロスティーアはそれについて こう語ってい ます。
「今の気持 ちをどう表現 したらよいかわか りません。で

も，自由と新たな知識 という新 しい波が押 し寄せて きて

いる今，母国の人々の生活 に福音が浸透 し，やがて本当

の自由を獲得する日が来 ると確信 しています。」

4人 の息子たちはというと，そろって旅行が大好 きで，

どこへ行 って もうまく適応しています。 ロスティrア は

自分の子供たちを 「国際人」 と呼んでい ます。「ほかの

民族や文化，信仰 に接するとき，子供たちなりに，それ

を前向きに受け入れ ようと努力 していることがわか りま

した」 と，ロスティーアは言っています。デビッドは歌

とピアノが上手です。 また，サッカーと水泳 も大好 きで

す。将来 は弁護士か実業家にな りたいと思っています。

証会になると， ほとんど毎回，福音についての証 をして

くれ ます。ジョージも歌 とピアノが上手です。また体操

の選手でもあ ります。いつか医者にな りたいと思ってい

ます。 またチェコスロバ キアで伝道 したいと考えていま
ささ

す。彼 はモルモン経 を読 んで祈 りを捧 げ，自分で福音 に

ついての証を得 ました。 リチャー ドは絵が うまく，数学 『

の才能 にも秀でています。 リチャー ドもピアノを弾 き，

また体操選手 として活躍 しています。大 きくなったら建

築家にな りたい と思っています。ヘ ンリーは一緒に遊 ん

で くれるお兄 さんたちのすることを見て，何で もまねよ

うとしています。

ロスティーアは，世界中で過ごした様々な経験のおか

げで，家族が皆，自分が何者であるのかよ り深 く理解で

きるようになった， と言 っています。「私 は，息子たち

を育てるに当たって，.人は皆平等なんだという考 え方を

基本 にしています。性別 も国籍 も問題ではない と固 く信

じています。世界は本 当に小 さいのだか ら，愛 と福音さ

えあればあらゆる悪 に打ち勝つ ことができると，いっ も

子供たちに教 えています。」□
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チ ェ コス ロバ キアヘ の 帰 国

ロスティーア ・ゴー ドンスミス

1990年7月 ，私は故郷へ帰ってきました。22年 前に離

れた母国，チェコスロバキアのプラハ に戻ってきたので

す。祖国を離れたのは，当時の政治情勢に我慢で きなか

ったからで した。 ところが この数カ月で，チェコスロバ

キアに劇的な政変があ り，帰国で きるようになったので

す。

昔の懐か しい気持ちがよみがえるかと期待 していたの

に，実際に味わったのはよそ者 のような居心地の悪 さで

した。目に映 るものはどれ も，つ まらない荒れ果てた印

象ばか りが残 ります。私は先祖や子供時代の思い出が失

われたような思いにとらわれました。

ところが，帰国 して数 日後，雑踏の中を歩いていると

きでした。突然，周囲の人々への連帯感が込みあげてき

たのです。私はまさしく同じ民族の中にいたのです。大

きな愛 と同胞意識が私を包みました。そして，45年 間 も

の厳しい抑圧 の時代 を経て，同 じ民が手にした自由の喜

びを感 じたのです。

私は胸の弾む思いで親族や旧友に会い，故国を離れて

からの行動 を話 した り，福音 を紹介したりしましたρ学

校 の同窓会では，私が教会員であることを伝 え，証 を述

べました。チェコ語で入手できる教会の何 らかの印刷物

と一緒に，一人一人 にモルモン経 を贈 り，彼 らを宣教師

に紹介 しました。 そして こう言ったのです。「あなたに

は， もう選択の自由があ ります。あなたが自分 と家族の

ためにできる最良の選択 は，福音 を受け入れることです

よ。 もし新 しい家 を建てるつ もりな ら，安心で きるしっ

か りとした土台 を据えて ください。」

私はプラハにある教会 に熱心に集いました。間借 りの

集会所でしたが， どこにも気兼ねせずに集会を開き，親

族や友人 と福音 について自由に語 り合えることに，会員

たちは大きな喜びを感 じていました。
せいさん

長男のデビッドは聖餐 を配 りました。その後，家庭で

開いた証会で，彼は聖餐 を配 ることによって神権 に伴 う

祝福 と責任がわかった， と話 して くれました。

私 にとって実の妹たち との再会は，格別な出来事でし

た。そのひとり，エローナ ・ケバー トと娘のオルガ とは，
一緒 に教会へ行 きました。オルガは専任宣教師の外見や

振 る舞いに強い印象を受 け，「同年代の男 の子 たちで，

宣教師のような人を見た ことがないわ。まるで別の世界

か ら来た人たちみたい」 と言いました。

私たちはまた，第二次世界大戦の前後を通 じてチェコ

スロバキアで最初の伝道部長である， リチャー ド・W・

ウインダー長老夫妻にお会いする機会 も得 ました。エロ

ーナは，ウインダー兄弟姉妹 ご本人や，おふた りが伝道

のために後にして こられたソル トレークシティーでの生

活，チェコスロバキアでの質素な暮 らし振 り，人々に示

される愛に， とても関心を持 ちました。そして，伝道部

長夫妻 の霊性 に触れ，涙を流しました。

チェコスロバキアを離れる予定 日の5日 前のことです。

ゴー ドン ・B・ ヒンクレー副管長がチェコスロバキアを

訪れ，プラハか ら160キ ロ離れたブル ノで集会 が持たれ

ることを， ウイ ンダー伝道部長か ら知 らされました。伝

道部長は，私にその集会に参加 して， ヒンクレー副管長

の通訳 をするように依頼されました。私 はその責任 を引

き受 け，エローナと一緒に車でブルノまで行 きました。

この集会 は，今回の帰国の中でも圧巻でした。 ヒンク

レー副管長夫妻をはじめヨーロッパ地域会長のハ ンス ・

B・ リンガー長老夫妻，ウインダー伝道部長夫妻，そし

て福音で結 ばれた兄弟姉妹が一堂 に会 したのです。私は

緊張しながら通訳 し，教会用語をチェコ語に置 き換 えて

いきました。 ヒンクレー副管長はそんな私の様子 を見て，

とて も思いや りをもって接 して くださいました。だれに

とっても霊的な経験で した。エローナは終始 ヒンクレー

長老か ら目をそらさず，会衆の中か ら私の方を見て，笑

みを浮かべていました。

あの帰国以来，私が まいた福音 の種が実を結び始めた

のを知 りました。 めいのオルガはバプテスマを受け，今

はイギリスのロンドンでホームステイをしています。彼

女 は次 のような手紙 をくれました。「私 はおばさんが訪

ねて くれた ときに，おばさんの証 を聞きました。そのと

きはおばさんの言っていることが， よくはわか りません

でしたが， もっと知 りたい と思いました。でも，今，教

会員になってわか りました。私 は自分の年齢で体得す る

以上の深い知恵 を身につけたような気がします。人生に
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右の車線へ
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雨
の降 る，1988年3月 の あ る 日の

こ とで す。車 の警告 灯 と方 向指

示器 が つ かな くなっ たの で，修 理工 場

まで乗 っ て行 く途 中で した。ハ イ ウエ

ー に近 づ いた とき
，私 は， 遅 い車両 用

の右 側 車線 を走 った方 が よい とい う気

持 ち を強 く感 じま した。 とこ ろがハ イ

ウエー に入 る と， どうい うわ けか， 流

れ の速 い左 車線 を走 行 してい ました。

時速70キ ロほ どで走 ってい て， カー

ブを 曲が りきっ た とき， 同 じ車 線 の前

方 に車 が止 まって い るのが 目に飛 び込

んで き ま した。

一 瞬 の うち に頭 の中 を様 々 な考 えが

駆 け巡 りま した。方 向指 示 器 をつ けて ，

後続 車 に右側 へ の車 線変 更 を伝 え よう

か と思 い ま したが， 故 障で つ きませ ん。

減速 しなが ら右 へ よけ よ うか とも思 い

ま した が，.私の車 に平行 して トラ ック

が走 ってい ます 。左 側 はぬか るん だ路

肩が 続 いて い ました。

残 され た方法 は， ブ レーキ を踏 む こ

とだ けです 。路 面 は ぬれ て滑 りや す く

なって い ます。 停止 車両 が 目前 に迫 っ

た所 で車 は止 ま りました。

私 は雨 の中 に飛 び出 して， カー ブ を

曲 が って くる後 続車 に合 図 を送 りまし

た。 心 の 中で は危 険か ら守 って くだ さ

った天 父 に感 謝 し， 警 告 の声 に耳 を傾
ゆる

けなか っ た 自分 を赦 して くだ さ る よう

祈 り求 め てい ました。

この出来事 で， 聖霊 の さ さや きに聞

き従 う大 切 さを学 び ま した。私 は この

教訓 を決 して忘 れ な いで しょ う。 □
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